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平成２０年塩尻市議会９月定例会 

総務環境委員会会議録 
 

○日  時  平成２０年９月１７日（水）  午前１０時００分 

○場  所  第一委員会室 

○審査事項   

議案第 １号 平成１９年度塩尻市一般会計歳入歳出決算認定について中 歳入全般、歳出１款議会費、２款総務費

（１項総務管理費６目企画費のうち（仮称）市民交流センター開設計画推進事業及び１４目人権推進

費を除く）、３款民生費中１項社会福祉費７目楢川保健福祉センター管理費、８目老人医療事務費、

９目国民健康保険総務費及び４項国民年金事務費、４款衛生費（１項保健衛生費３目保健対策費のう

ち高齢者生きがいづくり事業、６目公害対策費のうち合併処理浄化槽設置事業及び２項清掃費１目し

尿処理費を除く）、９款消防費、１２款公債費、１３款諸支出金、１４款予備費、財産に対する調書 

議案第 ２号 平成１９年度塩尻市国民健康保険事業特別会計歳入歳出決算認定について 

議案第 ４号 平成１９年度塩尻市老人保健事業特別会計歳入歳出決算認定について 

議案第 ９号 平成１９年度塩尻市国民健康保険楢川診療所事業特別会計歳入歳出決算認定について 

議案第２２号 平成２０年度塩尻市一般会計補正予算（第２号）中 歳入全般、歳出２款総務費、３款民生費中１項

社会福祉費１０目後期高齢者医療運営費、４款衛生費（１項保健衛生費６目環境保全費を除く）９款

消防費、第２表債務負担行為補正、第３表地方債補正 

議案第２３号 平成２０年度塩尻市国民健康保険事業特別会計補正予算（第１号） 

議案第２５号 平成２０年度塩尻市国民健康保険楢川診療所事業特別会計補正予算（第１号） 

請願平成２０年６月第２号 憲法で保障された国民の生存権を守り、後期高齢者医療制度の中止・撤回を求める請願 

陳情平成２０年３月第３号 保険業法から共済制度の適用除外を求める陳情 

○出席委員 

委員長  中原 巳年男 君        副委員長  今井 英雄 君 

        委員  古畑  秀夫 君          委員  金田 興一 君  

委員  鈴木  明子 君          委員  塩原 政治 君  

委員  永田  公由 君          委員  中原 輝明 君 

○欠席委員  

なし  

―――――――――――――――――――――――――――――――――― 

○説明のため出席した理事者・職員 

省略 

―――――――――――――――――――――――――――――――――― 
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○議会事務局職員 

局長  神戸 保 君       庶務係主事  大村 一 君 

―――――――――――――――――――――――――――――――――― 

午前１０時００分 開会 

○委員長 おはようございます。それでは、きのうに引き続きまして、定例会の総務環境委員会の審査を始めます。そ

の前に、本日の日程について副委員長の方から説明があります。 

○副委員長 おはようございます。きょうは、審査が終わりましたあと、協議会がありますので、また、よろしくお願

いしたいと思います。以上です。 

―――――――――――――――――――――――――――――――――― 

議案第１号 平成１９年度塩尻市一般会計歳入歳出決算認定について中 歳入全般、歳出１款議会費、２款総務費（１

項総務管理費６目企画費のうち（仮称）市民交流センター開設計画推進事業及び１４目人権推進費を除

く）、３款民生費中１項社会福祉費７目楢川保健福祉センター管理費、８目老人医療事務費、９目国民

健康保険総務費及び４項国民年金事務費、４款衛生費（１項保健衛生費３目保健対策費のうち高齢者生

きがいづくり事業、６目公害対策費のうち合併処理浄化槽設置事業及び２項清掃費１目し尿処理費を除

く）、９款消防費、１２款公債費、１３款諸支出金、１４款予備費、財産に対する調書 

○委員長 それでは、総務環境委員会に付託されました市民環境事業部関係の審査を行います。まず、議案第１号、平

成１９年度塩尻市一般会計決算についてお願いいたします。 

○くらしの相談室長 それでは２款総務費中、１項総務管理費、１０目生活支援対策費をお願いいたします。決算書１

０８、１０９ページになります。また、決算説明資料につきましては、３６ページになりますのでお願いいたします。 

１つ目の白丸、消費生活対策費１４万８，７７３円。主なものにつきましては、一番下の黒ポツになりますが、消費

者団体補助金、消費者の会の補助金９万円になります。 

２つ目の白丸、生活支援活動費７２９万３，０１１円ですが、上から１つ、２つ目の黒ポツ、シチズンサポーター報

酬並びに社会保険料２名分になります。５３４万１，１２０円。また、上から４番目の黒ポツ、法律・特設合同相談員

謝礼ということで、弁護士の法律相談が３１回、９９万２，０００円。また、合同相談、特設相談がありまして、弁護

士５万円かける２人。行政相談員が１万円ずつ３人になっております。 

下から３つ目の黒ポツ、郵便料ですが、外国語の情報誌グローバルの発行に係わる郵便料になります。 

下から２つ目の黒ポツ、自動車借上料につきましては、法律相談に伴います弁護士のお帰りになるときのタクシー代

６万５，８２０円になりますのでよろしくお願いいたします。以上です。 

○市民課長 １１８、１１９ページをお願いしたいと思います。決算説明資料３７ページになりますのでお願いしたい

と思います。説明につきましては、金額はそこに書いてございますので、省略をさせていただきたいと思いますので、

お願いしたいと思います。 

 ３項戸籍住民基本台帳費でございますけれども、１１９ページの一番下、白丸、戸籍住民基本台帳事務諸経費、次の

ページを御覧いただきたいと思いますけれども、黒丸の上から７番目、口座振替等手数料につきましては、これは、戸

籍だとか住民票の交付手数料の納付を銀行まで持っていっていたわけですけれど、その取扱手数料となっております。

平成１８年までは、会計課で支払っておりましたものを平成１９年度からは市民課で支払ったものであります。 
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１つ飛んでいただいて、黒ポツの戸籍電算化事業委託料でございますけれども、これにつきましては、平成１７年度

から取り組んでおりまして、平成１８年１０月１４日に本格稼働いたしました戸籍電算化事業における事業費１億９，

９９０万円を５年間の債務負担を組んで実施をしてきたわけですけれども、平成１９年度の負担額と保守委託料でござ

います。 

その下の住民表示システムの業務委託でございますけれども、これにつきましては、大門地区において昭和４０年か

ら住居表示が行われておりますけれども、それの台帳の整備等がされておらず、現況と台帳との狂いがだいぶありまし

て、転入手続等にだいぶ時間がかかっておりましたが、台帳をデータベース化して、あわせて、全市の行政区と区の境

を明記した台帳を作成したものでございます。それに伴いまして、転入手続の時間がかなり短縮されてきておりますの

でお願いしたいと思います。 

○健康づくり課長 １５０ページ、１５１ページをお願いします。民生費中、７項楢川保健福祉センターの管理費でご

ざいます。これにつきましては、センターの管理維持諸経費をお願いしてございます。利用団体等につきましては、１

３団体等で利用させていただいています。主なものについては、学童保育でありますとか、共同作業所、配食サービス

等にも使っておりますし、平成１９年度につきましては、社協事務室としても利用しておりました。以上でございます。 

○市民課長 次のページをお願いしたいと思います。８目老人医療事務費でございますけれど、一番上の白丸の次の黒

丸、嘱託員報酬の２人分でございますが、これにつきましては、医療事務資格者を雇用いたしまして、医療費の適正化

のためにレセプト点検を実施したものでございます。見直されたレセプト件数でありますが、１，８５５件、金額で１，

７２５万円余の返納がございました。 

それから、白丸の後期高齢者の上の黒丸２つ目ですけれど、電算化共同処理委託料でございますけれども、これにつ

きましては、資格確認だとか、高額療養費の処理、あるいは、異動処理、データ資料作成等、国保連へ委託をしたもの

でございます。 

 次の白丸、後期高齢者医療事務諸経費でございますけれども、上から２つ目の黒ポツ、特別旅費でございますが、こ

れは長野県後期高齢者医療広域連合へ１名の職員を派遣しておりますので、その特別旅費でございます。 

 それから、２つ飛んでいただきまして、一番最後の後期高齢者医療広域連合負担金でございますけれども、これにつ

きましては、広域連合の運営経費ということで、総額５億３，０４６万円を県下８１市町村で、均等割１０パーセント、

全人口割４５パーセント、後期高齢者人口割４５パーセントで算出したものの本市の負担部分でございます。主な費用

につきましては、電算の各システムの構築費ですとか、派遣職員の給料、あるいは、農業共済会館の借上料、施設等の

整備、修理費、改善費ということであります。 

 ９目国民健康保険総務費でございますけれども、一番上の嘱託職員報酬１名分でございます。これにつきましては、

国保の収納の関係で１名お願いしてございますし、また、あわせて、国保特会でも１名お願いして、現在、収納課で２

名、徴収事務を行っていただいているものでございます。 

 白丸の一番下、社会福祉事業繰出金でございますけれども、これの一番上の黒ポツ、老人保健事業特別会計繰出金で

ございますが、これにつきましては、老人保険医療の給付費や高額療養費の公費負担に伴う市の負担分でございます。

公費負担につきましては、国が１２分の４、県と市がそれぞれ１２分の１ということで、全体の５０パーセントを負担

しているものでございます。 

 次のページをお願いしたいと思います。次のページの黒ポツ、国民健康保険事業特別会計繰出金がございますけれど
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も、その下の保険基盤安定繰出金からはじまりまして、一番下から２つ目、財政安定化支援事業繰出金につきましては、

法定内の繰出金として繰り出したものでございます。これについての歳入については、地方交付税の措置がされている

ものでございます。 

一番下のその他一般会計繰出金でございますけれども、法定外の繰出金として３７２万円を健康増進事業の諸経費と

して使用しておりますし、残り９，０００万円を国保財政健全化計画に基づきまして、一般財源から繰り出しをしてい

ただいているものでありますのでお願いしたいと思います。 

 それでは、１７２ページ、１７３ページをお願いしたいと思います。４項国民年金事務費でございますけれども、こ

れにつきましては、国民年金につきましては、国の直接事務として実施しておりますけれども、市が法定受託事務とし

て、年金の加入脱退、年金の相談、年金の申請等を行うとき、その事務処理に係わる経費でございます。 

 その白丸の３つ目、国民年金事務諸経費の中の消耗品費につきましては、しなの国民年金を年４回、全戸配布いたし

まして、年金のＰＲ活動に務めているものでございますので、お願いしたいと思います。 

○健康づくり課長 次のページ、１７４ページ、１７５ページをお願いします。衛生費、保健衛生総務費でございます。

決算説明資料は４５ページからになりますのでお願いいたします。 

白丸の保健衛生事務諸経費でございますけれども、真ん中より下の辺に在宅当番医制事業委託料がございます。これ

は、休日の医療を確保するためにお医者さんにお願いしているものでございます。土日、祝日等にお願いしています。

１２５日でございます。 

その下、在宅歯科当番医制事業委託料、これについては、歯医者の関係ですけれども、月２回、第２、第４日曜、年

末年始等にお願いしてございます。 

その下の当番薬局制事業委託料でございますけれども、薬屋さんの関係でございますけれども、日曜、祝祭日、年末

年始等、７２日お願いしているものでございます。 

 ４つばかり下がりまして、木曽広域連合負担金でございますけれども、一次救急でございます。楢川地区の平日、夜

間等の救急に関するお医者さんの確保のために支出しているものでございます。 

 次、１７６ページ、１７７ページをお願いたします。一番上の病院群輪番制事業負担金でございますけれども、松本

医療圏の二次救急の医療の確保のために支出しているものでございます。利用者割３０パーセント、人口割７０パーセ

ントということでお願いしているものでございます。 

 ３つばかり下がりまして、保健衛生繰出金でございますけれども、両小野国保病院組合繰出金でございます。５，６

７６万円余でございますけれども、ルール分につきましては、特別交付税分相当分ということで、２，０４５万円をお

願いしてございます。平成１９年度、赤字が７，２００万円ほどありまして、辰野町と塩尻市で半分ずつとういことで、

３，６３１万３，０００円ということで支出してございまして、５，６７６万円余ということでございます。これの件

につきましては、議員さんたちに大変御心配をいただいている件でございまして、本会議の質問とか全協等で報告させ

ていただいたり、御答弁申し上げているところでございます。この赤字に対して経営研究委員会というのを平成１９年

１１月に設置いたしまして、９回ほどの委員会を開催させていただきました。この間におきましては、地元振興会の皆

さん方が、医療講演会をやったり、病院の現状説明会等、あるいは、意見交換会等を行いまして、病院の状況について、

いろいろ説明したり、御意見をいただいてきているところでございます。この委員会、研究委員会でございますけれど

も、７月に答申ということで、正副管理者に答申意見書を提出いたしました。この全協で報告いたしましたけれども、
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住民にとりましては、病院を存続する声が強いというけれども、平成１８年、平成１９年の赤字が大幅であること、あ

るいは、医療制度が、今の現状で続く限り赤字の解消が望めないということでございまして、提言の中では、入院ので

きる有床の診療所への転換でありますとか、救急医療、時間外診療の廃止はやむを得ないというようなこと、あるいは、

近隣病院との連携を図ってほしい、病院内部の経営改善を図ってもらいたいというような提言がなされました。これを

受けまして、管理者、副管理者等さらに検討を重ねまして、さらに検討していい病院にしていきたいというようなこと

でございますので、よろしくお願いします。 

 その下、国民健康保険楢川診療所事業特別会計繰出金でございますが、２，１２９万円余でございますけれども、こ

れについては、収入と支出の差額ということで支出していただきました。平成１８年度につきましては、２，０００万

７，９７７円ということで、１２８万円余、繰出金がふえておりますけれども、これの主な理由としましては、国保の

運営施設整備交付金というものが１２６万円余減ったというようなことでございまして、内容的には、平成１８年度と

平成１９年度は、それの分が不足した分を補填させていただいたということでございますのでよろしくお願いいたしま

す。 

 その下の天使のゆりかご支援事業でございますけれど、不妊治療の補助金でございます。これについては、４８人の

方に補助をしてございまして６９７万円余でございます。これにつきましては、平成１７年から制度がございまして、

今までに１６８人あまり支出していただきまして、今までに出産された方が５６人で、出生された方、産まれた子ども

ですね、それが６７人ということで、平成２０年３月現在でございますが、そのようなことでございます。 

 その下の予防対策事務諸経費でございますけれども、これにつきましては、予防接種法に基づくものでございます。

乳幼児の接種でありますとか、ポリオ、三種混合、日本脳炎、二種混合、麻疹、それから高齢者のインフルエンザ等を

やってございます。 

 ３つ下がりまして消耗品でございますけれども、２，２８２万円ほどございますけれども、これにつきましては、今

言いましたもののワクチン代でございます。 

３つばかり下がりまして個別接種医師委託料でございますが、３，６００万円ほどございます。これについては、お

医者様に個別接種をしていただいた委託料でございます。 

 次に、感染症予防対策費でございますけれども、これにつきましては、結核の健康診断等に要した経費でございまし

て４５１万１，０００円。これについては、下から３番目でございますけれども結核の間接撮影等の経費でございます。 

 次のページをお願いいたします。１７８ページ、１７９ページでございます。真ん中辺りに保健対策事業がございま

す。これについては、市民の健康を守るということで、早期発見、早期治療という目的の中でやっている事業でござい

ます。 

真ん中よりちょっと下へ下がりまして、保健対策事業委託料でございますけれども、全部で１億３，６００万円ほど

でございます。その中の事業の１つとしまして、市民基本健康診査でございます。これにつきましては、集団でやって

いるのと個別でお医者さんへ行ってという事業がございまして、平成１９年度につきましては、９，６６４人の方に受

診をしていただきました。 

２つ目でございますけれども、胃検診、大腸検診、肺がん検診、子宮健診、乳房健診がございますけれども、これに

ついては、がん検診ということでやらさせていただいている事業でございます。 

３番目としまして、節目健診ということで、実施している事業でございますけれども、緑内障健診、耳のよく聞えま
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すか耳の健診、さわやか歯科健診、歯の健診、骨いきいき健診、骨粗しょう症とかの健診でございますので、よろしく

お願いいたします。 

次の１８０ページ、１８１ページをお願いいたします。白丸の高齢者歯科健診事業でございますけれども、これにつ

きましては、歯科健診の委託料等をお願いしてございます。在宅の寝たきり老人等の家を訪問しまして、健診をしてい

る事業でございますのでよろしくお願いします。 

 高齢者生きがいづくり事業については、長寿課になりますので飛ばします。 

 母子保健事業でございますけれども、１つ飛びまして、母子保健事業医師等謝礼でございます。これについては、４

カ月児健診、１歳６カ月、３歳児等の健診に対するお医者さんへの謝礼。その下の補助員謝礼については、補助員さん、

保健師さんですとか、看護師さん等に対する謝礼でございます。 

下の方へ行きまして、一般健康診査委託料でございますけれども、これについては、その下にあります妊婦一般健康

診査でございますけれども、妊婦さんの健康診査ということで、平成１９年度については２回をお願いしてございます。

平成１９年度にお願いして２回を５回ということで、平成２０年度からにつきましては、２回から５回ということで妊

婦一般健康診査が行われている状況でございます。私からは以上です。 

○生活環境課長 それでは、予算書の１８２ページ、１８３ページ、５目の環境衛生費をお願いしたいと思います。決

算の説明資料では４７ページですのでお願いいたします。５目の環境衛生費の環境衛生一般事業でございます。その事

業の４行目くらい下に衛生部長・班長さんの謝礼というのがございますが、ごみ分別、あるいは、一斉清掃等の地域活

動に対して行うもので、衛生部長さんは、均等割２万３，１００円、戸数割５５円。戸数としましては、実績で２万１

８６戸でございます。衛生班長さんは、現在８６８人おいでになります。戸数割が４００円ということで、衛生部長さ

んには２６６万円余、班長さんには８０７万円余を謝礼を支払っているものでございます。 

その事業の一番下の木曽広域連合負担金をお願いしたいと思いますが、楢川村の合併に伴いまして木曽広域連合に

対して、ごみとし尿処理の施設の起債償還分の負担をしているものでございます。し尿につきましては約１３０万円、

ごみにつきましては２，２５０万円余の負担をしているものでございます。この起債分の負担につきましては、平成２

１年度をもって終了という形になっております。なお、ごみとし尿の実際の処理業務につきましては、し尿につきまし

ては、平成１８年度、ごみについては、この平成１９年度で、処理についての委託を終了させていただいてございます。

ごみにつきましては、今年度から自前で処理をしています。 

 続きまして、次のページをお願いしたいと思います。その事業の備考欄の資源物回収事業補助金をお願いしたいと思

います。資源物回収事業補助金につきましては、学校の回収関係と地区衛生協議会、あるいは地区の二本立てになって

おります。それぞれ総量で、学校の場合５６８トン、地区で２，９４０トン、回収事業がございました。それに伴いま

して、学校の場合には、売上金の２分の１と総量に対して３円。地区に対しては、売上金の２分の１という基準で補助

金を出しているものでございますが、学校に対しては約１１校に対して２４２万円余。地区に対しては、３６０万円を

交付しているものでございます。 

 その下の花による美しい環境づくり事業をお願いしたいと思います。これは、市民花壇、地域花壇という分け方で事

業を行っておりますが、市民花壇、駅前の市民花壇には、５種類の１万４，９００本の花を植えさせていただきました。

５種類でございます。地域花壇、各地区から要望等をいただきまして、今年度、花苗につきましては６種類、６万２，

９００本、それから球根が１種類、それとラベンダーを配布して、花による環境づくりに取り組んでおります。 
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 続きまして「クリーン塩尻」推進事業をお願いしたいと思います。「クリーン塩尻」推進連絡会議補助金３６万円、

それにつきましては、「クリーン塩尻」推進事業でエコウォーク「クリーン塩尻」大作戦をメインで事業を行っていた

だいているものと、それからクリーン塩尻パートナー制度、アダプト制度の塩尻版ですが、それにつきまして行うもの

と、それと環境と食と生活のフェアに参加しております。 

さらにその下にございます環境と食と生活フェア負担金ということでございますが、平成１９年度は９月３０日に大

門商店街で行いました地球温暖化防止、ごみ問題等を含めまして、ライフスタイルを見直すということのイベントを行

わさせいただきました。平成１９年度は、１日中、大雨に見舞われまして、参加人数は２，０００人。前年度５，００

０人に対して約半分になってしまいましたが実施したものでございます。今年は１０月５日を予定しております。場所

は、体育館周辺で行う予定になっておりますのでよろしくお願いしたいと思います。 

 続きまして、廃棄物不法投棄防止対策事業。丸の方をお願いしたいと思いますが、その下の方へ行きまして、ごみ清

掃委託料、それから不法投棄回収委託料をお願いしたいと思います。ごみ清掃委託料につきましては、その下の不法投

棄回収委託料、パトロール関係をしたあとの不法投棄のごみを処理するものでございます。平成１９年度の実績でいき

ますと不燃物が約３００キロ、可燃物が１万２，２００キロ。タイヤの本数で行きますと、平成１８年度よりも減りま

したが２７９本を処理するための委託料でございます。 

 その下が不法投棄のパトロール、シルバー人材センターのエコスイーパー、週２回、２名。それからＮＰＯ水と緑の

市民ネットにお願いして、それぞれパトロールをしているものでございます。それと水と緑の市民ネットには、道路等

環境の関係もありまして、主要道路のパトロールもお願いしているものでございます。これは、パトロール及び収集運

搬という形になっておりますのでよろしくお願いいたします。 

 続きまして、６目公害対策費をお願いしたいと思います。公害対策費の公害防止対策一般事業でございますが、次の

ページ１８６、１８７をお願いいたします。その備考欄、一番上に自動車騒音調査委託料というのがございます。平成

１９年度は北熊井の千本原で、中央道の騒音測定をさせていただきました。結果といたしまして、夜間、若干２デシベ

ルほど環境基準をオーバーしているという結果が出ました。これにつきましては、その下の大気の２つ目に長野自動車

道公害対策連絡会議負担金というのがございますが、そこの連絡会議、塩尻市、松本市、安曇野市で、今、行っており

ます、そこに報告させていただき、中央道の管理のところに申し入れをさせていただきました。この平成１９年度、そ

の前に平成１８年度にも北熊井で測定をさせていただきました。平成１９年の３月に防音対策といたしまして、約９５

３メートルかさ上げ、今まで１メートルあったのを上にかさ上げするという工事を、実際に、環境基準をオーバーして

いるということで対応させていただきましたのが実績でございます。 

 続きまして、大気汚染防止対策事業、これは体育館と広丘の角前、それから片丘支所で測定している定期的なもので

ございます。二酸化硫黄、二酸化窒素、それから酸性雨について測定をしているものでございます。環境基準をクリア

しております。 

 続きまして、水質汚濁防止対策事業でございます。１番の特定事業所及び緊急対策水質検査委託料、２番の地下水水

質検査委託料、これは通常、立ち入り、あるいは河川の水質をポイント的に取っているものでございますが、平成１９

年度の水質検査につきましては、えびの子池で、大量に鯉、フナ等が全部浮いたという事例がございました。それに対

してのえびの子池の水質検査、その周辺の湧水、田用水の検査に使わせていただきました。これによって、エンドリン、

ＢＨＣの原因によるものということで、県と共に処理させていただいたものであります。田川等の一級河川につきまし
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ては、県の方の測定管理で対応させていただいております。 

その下の河川・湖沼水質検査委託料、これは、定期的な監視、モニタリングのものでございます。平成１９年度は、

１４河川２６地点、４湖沼について、生活環境項目、重金属系を含む健康項目について測定させていただきました。大

腸菌を除きまして、ほぼ環境基準をクリアしていただいております。大腸菌につきましては、ほとんど環境基準をオー

バーしている、塩尻市ばかりではございませんが、県の河川等の大腸菌については、環境基準をオーバーしているとこ

ろです。 

 続きまして自然環境保全事業についてお願いいたします。その５行目に河川自然調査委託料というのがございます。

平成１９年度は、河川自然調査、動植物の生息状況について、どんな状況かということを調査するものでございます。

贄川沢の源流１箇所を平成１９年度させていただきました。自然が非常に残っているというところでございますが、外

来の植物等が徐々にふえてきているという傾向でございます。 

 その下の自然保護・調査パトロール委託料でございます。これにつきましては、平成１８年３月に出しましたレッド

データブックをさらに活用していくということで、自然保護ボランティアを含めまして、レッドデータブックの新種の

状況を定期的にパトロールをしながら、状態を記録していく。なおかつ、保護が必要なものについては、ここで保護す

るという内容のものを委託させていただいております。レッドデータブックの保護すべき地域というのがございます。

そこを中心にパトロールをお願いしているものでございます。なお、これにつきましては、平成１９年度の県の元気づ

くり支援金の補助をいただきまして、７０パーセントということで４９万円をいただいている事業でございます。 

 続きまして、里山等保全整備事業補助金というのがございます。平成１９年度は、本山地区池生神社の周辺の本山里

山を守る会というところでの実施に対して補助をしたものでございます。これをもちまして、６地区の里山地区で補助

整備事業をしたものでございます。 

 続きまして、地球環境保全事業をお願いしたいと思います。地球環境保全事業の真ん中、新エネルギー導入普及事業

補助金、ここに平成１９年度の実績を書かせていただいてございます。ソーラーにつきましては、今までの実績で３４

４件に合計でなっているものでございます。 

続きまして、その下の塩尻市地球温暖化防止対策負担金１５万円でございますが、平成１９年７月に塩尻市地球温暖

化対策地域協議会、これは、それぞれの会でネットワークを組みながら地球温暖化防止対策をしていこうという会議を

７月に設立させていただきました。今までにアクションプランを策定させていただきました。それを基にしてできるこ

とからやっていこうという内容での実践活動に入っておりまして、今年度は、区長会さんにお願いするもの、それから

環境家計簿の見直し等を、対策をしていくと。 

環境教育推進事業について、次のページをお願いいたします。１８８ページ、１８９ページをお願いいたします。環

境教育推進事業でございますが、これにつきましては、訪問出前講座を１０回やりまして、参加者約４１０名。これは、

保育園、あるいは小中学校、それから公民館等、職員対応の場合とお願いしたものとでございます。それから、環境ト

ーク＆パフォーマンス、これは３月１日に実施させていただきました。小中学生の発表、それから発表につきましては

約２００人の参加です。 

 その下の印刷製本費、これにつきましては、環境教育の支援冊子ということで、「どうなっているの？しおじりのご

み」を作成させていただき、今年度、各学校、小学校４年生に全員配布させていただいたものであります。先生方から

もわりと評判もよく、利用させていただいておりますという、クリーンセンター、最終処分場の視察等にもこれを基に
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利用しているという内容でございます。また、この事業の環境教育推進事業につきましても、県の元気づくり支援金９

０パーセントをいただきまして、９７万７，０００円の収入の上、補助をいただいている事業でございますのでお願い

いたします。 

 続きましてＩＳＯ推進事業でございます。ＩＳＯ推進事業につきましては、平成１９年度、審査登録・支援業務委託

料、ＩＳＯ推進事業の下の３番目にございますが、更新審査をさせていただきました。これで３年延びるということに

なりますが、ＩＳＯの認定をこの３月、更新ができましたので御報告させていただきますとともに、今後、塩尻環境ス

タンダードを推進していくためにも、ＩＳＯ１４００１の資格を持ちながら、進めていきたいというふうに考えており

ます。 

その下の環境ＩＳＯ等の認証取得事業補助金でございます。３事業所とさせていただきましたが、ＩＳＯ１４００１

が１社、エコアクション２１が２社で、さらに塩尻環境スタンダード、平成１９年度末では、２０社が認定を受けてい

るということでございます。 

次に移らさせていただきます。７目の斎場費をお願いいたします。斎場の斎場施設管理費の真ん中のところにござい

ます。斎場運営事業委託料につきましては、火葬業務、あるいは火葬棟待合室の管理業務等を委託しているものでござ

いまして、有限会社塩尻造花さんにお願いしているものでございます。火葬業務１名、管理・事務業務１名でお願いし

ております。なお、平成１９年度の火葬実績でございますが、市内が６１０件、市外が１１９件、合計７２９件という

ことになっておりまして、平成１８年度がちょっと若干数字的には下がっておりますので、平成１９年度は、７００を

超えているという状況でございます。 

 次のページをお願いいたします。１９０、１９１ページ。斎場施設維持整備事業でございます。営繕修繕料でござい

ますが、これは、火葬炉内の炉の修繕、それから、特に火葬炉にあります外装の耐火れんが等の貼り替え等に修繕をい

たしたものでございます。 

 ８目霊園費でございます。霊園管理諸経費をお願いしたいと思いますが、臨時作業員賃金、これにつきましては霊園

内の剪定を行っているものでございます。約１，２００本程度のサツキ、ドウダン、松がございます。それの剪定を行

うものであります。また、自然保護のための剪定教室もここで実施させていただいております。 

聖地内の草取委託料、これは、松本広域森林組合にお願いしてございます。年２回、除草と草刈りをしているもので

す。 

霊園管理業務委託料、シルバー人材センターに管理棟、施設での受付業務と周辺の整備ということでお願いしている

ものでございます。 

 永代使用料還付金でございます。永代使用料還付金につきましては、今まで使っていたものを市にお返しするという

内容でございます。今回７件ございます。平成２０年度からは、今まで３０年までの方には還付しておりまして、３０

年以上使用された方には還付しておりませんでしたが、平成２０年度から３０年以上の方も４分の１、最初に買われた

ときの金額の４分の１をお返しするという規則改正をさせていただきましたのでよろしくお願いしたいと思います。 

 それから霊園整備事業、霊園整備につきましては、年次的に行っておりまして、排水路、道路の舗装、それから先ほ

ど言いました聖地の整備ということで使わせていただいておりますが、霊園整備の中で、平成１９年度は、平成１８年

の災害で崩落箇所の土留め工事を１箇所、３０メートルさせていただいております。 

 次のページをお願いいたします。負担金をお願いします。し尿処理費につきましては、下水道課の方に所管替えにな
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ったものです。 

ごみ処理負担金でございます。塩尻・朝日衛生施設組合の管理運営に関する整備の負担金でございます。負担率は、

そこのところに書いてございます。塩尻市、朝日村、その負担金でございますが、人口割が１０分の３、実績割が１０

分の７で計算させていただいているものでございます。平成１８年度に比べまして平成１９年度の決算では、約５，７

００万円ほど増額になっております。これにつきましては、平成１９年度から最終処分場の起債償還が始まりましたの

で、その分の増額がメインなものでございます。 

 続きまして水道事業会計繰出金をお願いしたいと思います。消火栓の設置や老朽管の更新事業、それから企業債元利

償還金等を対象とした水道事業会計の安定化のために繰り出したものでございます。 

その下の簡易水道事業特別会計繰出金をお願いいたします。楢川地区簡易水道事業についての建設改良費、維持管理

費、起債償還等を対象に事業安定化のために繰り出したものでございますのでよろしくお願いいたします。 

以上で、市民環境事業部の歳出の説明を終わらせていただきます。 

○委員長 では歳出についての質疑を行います。何かありませんか。 

○古畑秀夫委員 １７７ページの両小野国保病院の関係、赤字が大きいということで、いろいろと本会議でも意見が出

たりしているわけですけれども、主な原因はいろいろあろうかと思いますけれども、国からの医療費削減の問題も若干

はあるかと思うのですが、この大きな原因というのは、何かちょっと聞くと、看護師さんの、これを言うとちょっと失

礼だけれど、年齢の関係で、かなりお金がかかるようになってきているみたいなお話も聞くわけですが、年齢構成みた

いなものは、看護師さんだけのは、わかりますか。 

○市民環境事業部長 ちょっと、今、年齢構成の方は、資料を見ていますので。今までもこういう大変厳しい経営を迫

られてきたことがありまして、今回で、正直２回目で、改善委員会等を設けてきているわけですけれども、その頃も、

そのような中で少し辰野病院との人事交流をするとか、いろいろ工夫をしながら進めてきた経過はありますけれども、

やはり年齢がだいぶ高齢化と言いますか、私たちも、そうですけれども、なかなか辞めないであれしているものですか

ら、やはり人件費の方ものしてきているというのは、１つのあれではありますけれど。 

すいません、年齢構成が、今、資料を持っておりませんので、後ほどお示しをしたいと思いますのでよろしくお願い

したいと思います。 

○委員長 ほかにございませんか。 

○鈴木明子委員 １５３ページの老人医療事務諸経費のところなのですけれども、１，７００万円くらいの返納が見つ

かったという話でしたけれども、どういうような状況でそれは起きているのでしょうか。老人医療事務諸経費、嘱託員

報酬のところの説明。 

○市民課長 係長の方からお答えします。 

○国保年金係長 お答えします。１次審査につきましては、国保連でやっておりまして、２次審査をうちがやっており

ます。うちの嘱託職員２人でやっておりますけれども、主に点数の誤りです。例えば、老人加算とか２つずつあります

ので、それを点検をして、連絡を介して返戻ということでやっております。金額については、先ほど課長が申したとお

りの金額でございます。 

○鈴木明子委員 見つけ出して、ポイントがあるのでしょうけれども、言うということはすごいと思うけれども、国保

の方では、結構そういう見落としが、そういうふうにあるということなのですか。 
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○市民課長 国保の方は、ニチイ学館の方へ委託をしています。件数がだいぶ多いものですから徴税がむずかしいとい

うこと。両方をうちでやると大変ですので、平成２０年度からにつきましては、実績等も勘案した中で、嘱託職員で国

保の方を、老健がなくなったものですから、やるような形で、今、やっていただいています。国保の方につきましては、

資格の関係ですね。例えば、喪失したにも係わらず受けているとか、そのようなところは国保連で確認はしていただい

ていますけれども、落ちている部分もあるものですから、そういうようなところで点検だとか、あるいは、病名にして

は使えない薬を使っているとかというので、その辺のところについては、うちの方でも、これはだめですよということ

はできませんので、一応、国保連へ審査の再戻しという形にさせていただいて、そこで、あきらかに違っている場合に

ついては返戻する、そういような形になりますのでお願いしたいと思います。 

○鈴木明子委員 その場合、返納で係わってくるのは、病院、医療機関ということで、患者さんのお年寄りのところへ

の影響というのは、どんなふうなのでしょうか。 

○市民課長 一応、今、国の指導は、１万円以上の医療給付費に係わる変更があった場合については、本人の方へ連絡

をしろという形になっております。うちの方は、本人の方へ、こういう形で変更がありましたと御連絡させていただき

ます。本人と医療機関の方で処理についてはやっていただく形になっております。 

○鈴木明子委員 例えば、そういうので、改めて医療機関に支払いをしたとか、しているとか、医療機関の方でそこま

ではやらないでいるかとか、そういう実体については市の方ではわからないのですか。 

○市民課長 たぶん、本人さんの方に、こういう形で病院の方へお問い合せいただければ、還付がありますよという形

で連絡をしていますので、最終確認まではしてませんけれども、それは、たぶんやっているのではないかなと思います。 

○委員長 ほかに。 

○健康づくり課長 先ほどの両小野国保病院の看護師の年齢についての御質問でございます。平成１８年度の病院経営

の分析比較表というものの表でございますが、看護師が当医院は８名おりまして、年齢的には、４３．８歳。類似平均

でいきますと４２歳ですので、１歳８カ月ほど年齢が多い。それから准看護師ですけれども、５人おりますけれども５

５．４歳。類似では４８．３歳ですので、７歳くらい年齢が高い。全職員でございますけれども、全部で２５人おりま

すが、５１．５歳。類似でいきますと４４．９歳でございますので、全般的に 7歳くらい年齢が高いというような状況

でございます。 

○古畑秀夫委員 もともとこういう病院というのは、もうけ主義でやっているわけではないので、多少の赤字というの

は仕方がないことだと思うが、あまりにも多くなれば、確かに、繰り出しが多くなるから市町村も大変なのだけれども、

今、これだけではちょっとわかりづらいのだけれども、例えば、ここ二、三年でかなりの年配の方が辞めていったりし

て、かなり負担が、もし軽くなっていくというようなことがあれば、二、三年、我慢すれば、こういうことで人件費の

経費もかなり減ってくるというような状態があれば、ただ、赤字だからすぐ診療所にしてしまうとかというようなこと

だけでいいのかというのがあるものですから、その辺のところを聞いてみたわけですけれども、今の数字だけだとちょ

っと平均だけなもので細かいことはわからないのだけれども、あまり、細かいことを聞いても、ちょっといろいろがあ

るので聞かないのですけれども。 

○中原輝明委員 人件費というのは、何パーセントくらい占めているのですか。今、大変心配しているけれど。 

○健康づくり課長 平成１９年度でございますけれども、給与費の比率でございますけれども、５６．１パーセント、

医業収益費に対して、５６．１パーセントということでございます。 
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○中原輝明委員 ちょっと皆さん、世の中のほかのことをわかっているかどうか知らんが、比率というものは、近隣か

ら見ても大体適当なものですか、その比率は。 

○健康づくり課長 先ほどの表で、分析比較でいきますと、平成１８年度で職員給与比率でございますけれど、５６パ

ーセント、類似病院でいきますと６５．６パーセントということですので、若干低いという状況です。 

○中原輝明委員 それは、低くていって、赤字がそれだけ年々ふえるということは、ほかの病院も同じなのですか。そ

うするとほかの類似は、全然、運営できないということですね。できないから検討しているということだと思うが、そ

の辺は、よくわきまえて研究してやらないといけないと思うし、提案されたから、それを全部鵜のみに、これから議会

でやらなければいけないところ、その部分については。ただ、楢川の診療所を見たときに、どんな状況であるかという

ことです。向うはトントンくらいですか。赤字ではない。その運営の仕方にあるのか、あるいは、今、古畑委員が言っ

た年齢差で給料が出てきているのか、人件費が。その辺は、よく考えてやっていかないと、私はまずいと思います。 

○健康づくり課長 今言われた比率から見ると、類似に比べて少ないという状況なのですけれど、一番は、入院の病床

が３５床あるのですけれども、実際には２３床くらいしか入っていないという状況で、７割を割ってしまっているとい

う状況なものですから、それから見ると、収益が、あまり、そこでは芳しくないという状況です。それによって収益が

少ないというような状況でございます。 

○古畑秀夫委員 そうすると例えば、市とかそういうとこ、企業もいろいろあると思うけれど、市の場合、人件費は、

だいたい２０パーセント前後くらいがいいとか、いろいろな基準を持ってやっていると思うのですけれど、病院の場合

というのは、実際、どの程度の人件費というのが運営していく場合に、今、言った５６パーセントか、六十何パーセン

トからいくと低いのだけれど、その辺、適正なのは何パーセントくらいかわかりますか。 

○市民環境事業部長 先ほどのお話にありましたように、人件費というか、年令層とか、そういうものによってもだい

ぶ変わってくるものですから、理想的なというのは出てはいないのですけれども、両小野国保病院では、今まででも、

そういう苦しい中を切り盛りして来る中では、例えば、退職すると正職ではなくて臨時職をお願いして、少しでも人件

費を抑えようという努力はしてきております。どうしても病院ですと３人医師が必要になってくるものですから。楢川

は、一応、診療所ということでベッドも持っていないし、お医者さんは１人以上ということになりますので、その辺の

人件費的なものもありますし、経営状況も変わってきているところですけれども、そういう努力は、今までも、してき

ているわけですけれど、なかなか市民の皆さんが、住民が、大型志向、全国的に大型病院志向というのがありまして、

患者数も徐々に減ってきているところにきまして、診療報酬が下がっただとか、いろいろ病院にとっては、大変、不利

益と言いますか、利にあわない状況が出てきております。そこへさらに、両小野国保病院は３人医師がいたわけですけ

れども、１人が病気になってしまいまして、院長先生が休まれているという、いろいろなことが重なりまして、この場

に及んでいるかなと、今、思いますけれども、内部でもいろいろと患者さんをお迎えに車を用意したりとか、あるいは、

薬などもただ渡すのでなくて、その人が、例えば、１食にこれとこれとこれを飲まないといけないということになりま

すと、ちょっと時間はかかるのですけれども、高齢者の方が多いものですから、１日分ずつ梱包をしてあげるとか、い

ろいろ工夫をしながら、なんとか患者さんをふやそうという努力はしてきたところですけれども、このような現状だと

いうことで、御理解をいただけたらと思います。 

○永田公由委員 例えば、今の病院を診療所にした場合、現在来ている国からの特別交付税措置分というようなものは、

どういった形になるのですか。 
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○市民環境事業部長 今まで救急だとか、そういうところに来ている特別交付税は、もちろん、入ってはきません。こ

れは、確かな情報ではないのですけれども、今、法律改革プランというのが進められておりまして、病院の、先ほど課

長の方で申し上げましように、病床数が７０パーセント以下が３年続くと、国から否応なしにランクを下げなさいとい

うような指導がくるわけですけれども、そういった今、改革プランを作成している中では、ひょっとしたら何年かくら

いは、例えば、病院から診療所になった場合に、病院に来ていた部分の一部を補填していただけるような朗報も、ちょ

っと、病院の方には届いているようですけれども、ちょっとそれは、明確になっておりませんので、今までいただいて

いたのは来ないというのが基本的な考え方です。 

○永田公由委員 そうするといわゆる看護師とか、職員体制の減員を含めた体制の見直しをしないといけないし、収支

のバランスが計算されていると思うのだけれど、この間、答申された数字で１９床にしたりとか、診療所に格下げした

りして、いわゆる、赤字幅というものは、今より減少は確実にするわけですか。患者数は同じにして。 

○市民環境事業部長 この間も答弁のところで申し上げましたけれども、平成１９年度の決算ベースでいきますと５，

０００万円くらい。今の、そのままの形ですと、診療所にしてもベッドを持つものですから、ベッドを持つと、やはり、

２４時間体制で看護が必要になるということもありまして、なかなか減らないというのが現状です。これからは、そう

いった中でも、内部のいろいろ見直しがまだできるかなというふうに考えておりますが、例えば、ベッド数が少なくな

った分は、医師が患者さんの回診等が、ちょっと時間が減ってくるものですから、そういったものを、例えば、往診に

回せないかとか、そのようなこともいろいろ工夫したりしながら、さらにそういう部分を見つけて、組合議会、あるい

は、市町の議会の方に、また、御相談しながら最終的な見極めをして、可能な限り赤字幅を減らせるような努力をこれ

からして、平成２０年度の末頃までには方向性を見極めればというふうに考えております。 

○委員長 両小野関係は、もうよろしいですか。では、両小野については、以上でいいですか。あまり行ったり来たり

しては。 

○副委員長 １７９ページ、市民基本健康診査の関係ですが、先ほど、集団と個別で９，６６４人と言いましたが、対

象者の何パーセントなのですか。 

○健康づくり課長 ちょっと計算しますので。 

○委員長 では、ここで１０分間休憩します。 

午前１１時０２分 休憩 

――――――――――― 

午前１１時１４分 再開 

○委員長 それでは休憩を解いて再開いたします。答弁をお願いいたします。 

○健康支援係長 先ほどの市民健康診査の関係ですけれども、平成２０年度からは、特定健診に変わったということで

特定者が絞られていますけれども、平成１９年度までは、申込者に対する受診者ということで、この数字をとらえてお

ります。集団検診のみになりますけれど、申込者数３，２６２人に対して、受診者が２，３４１人、７１．８パーセン

トの受診率ということで把握しておりますので、よろしくお願いいたします。 

○副委員長 集団と、先ほど言った９，６６４人と、集団と個別の、それも申し込んだ人のあれですか、えらい少ない

けれど、三千幾人では。 

○健康づくり課長 それに個別で健診を受けた人、６５歳以上の方については、全員の方に、今、受診券等を送ってい
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る関係もございますが、それにつきましては、１万５，４２５人の方に送らせてもらって、７，３２１人が受診してい

るという状況です。 

 受診率は、４７．４６パーセントになります。合計でいきますと、個別と集団をあわせまして、１万８，６８７人が、

一応、申し込まれたということで仮定しますと９，６６４人として、５２パーセントの方が受診を受けたということで

ございます。以上です。 

○副委員長 今年から、先ほど言ったとおり健診方法が変わりまして、私も行ったのですが、前立腺がん健診が個別か

ら除かれていて、どうしても集団のとこに行かなくてはできなくなるとか、そういう、また、改正が良し悪しかなんだ

か知らないが、メタボ健診ばかり中心で、あとのあれがおろそかになっていて、受診率が下がりはしないかと心配して

いるのですが、メタボ健診の関係、受診率がなければペナルティがあって補助金が来ないとかなんとか言われています

が、そういう心配を私はしていますが、今の状態はどうですか。 

○健康づくり課長 では、係長から。 

○生活習慣病予防係長 今の御質問でございますけれど、特定健診に制度が変わりまして、特定健診の方に、今、確か

に力を入れておりますけれども、前立腺がんの検査につきましても、厚労省から通達がありまして、受診される方の効

果的な受診方法をとるようにということで、集団で実施すれば、特定健診も同じ日に受けられますし、同時に前立腺が

んの検査も受けられるということで、市民のかたへの便宜を図って、あえて集団で実施しているのが現状でございます。

前立腺ガンも血液採取ですので、特定健診の血液採取と同時にその時に一度に済ますことができるということでやって

おりますけれども、昨年の受診者数と比べますとほぼ同じくらいの人数の方がお申し込みになっておられますし、同じ

くらいの方が実施をされているという状況でございます。以上です。 

○副委員長 私もメタボ健診の関係で、今までの市民健康診断と変わって、行くと心電図のあれがなくなりまして、こ

の間も言われた方がいまして、来年からは、もう行かんぞ、ただ、腹を測るきりではないかという話で。市としても今

までの項目を落さないような質を、そのようなことを考えないと、また受診率が下がりはしないかと。国から補助金の

なんか来て。医者にも、この間ちょっと聞いたのですが、国はメタボの資料がほしいだけでやっているだけで、他のこ

とは関係ないと言っているお医者さんもおりますが。なんとか受診率を上げなければ、健康の予防につながって国保料

の値上げにつながらないような、そういうことも取らなければいけないのですが、そういうことを、また戻す考えはあ

りますか。そこへプラスとか、心電図を足すとか、そういうことは。 

○生活習慣病予防係長 心電図のことなのですけれども、厚労省の通達では、来年度から心電図が導入されますが、た

だ、全員の方ではなくて、医者が判断して必要と思われる方にのみ実施するということでございます。今年度は、心電

図の実施はございませんが、来年度から導入ということになりますのでよろしくお願いいたします。 

○副委員長 それは今年もやらないと。来年、今度は、今年受けた人も、去年と同じなら行かないという観念になって

しまうので、それで大変心配しているのですが。今年も、私もそうだが、先ほどの前立腺の関係もそうですし、集団の

ところに行ったらできないというもので、また、医者に行って血を採られて、集団のところでメタボので、２回行って

血を採られた。また、医者に行くとその分だけ金を取られて、そういうことになるものだから。そういう無駄なことは、

医療費の抑制のためにも必要ではないかと。 

○市民環境事業部長 先程からお話が出ておりますけれども、今年度から健診が変わったということで、実施する方と

しましてもだいぶ混乱と言いますか、そこに行くまでには大変検討しながらやってきたわけですけれども、厚労省の方



 15 

からの指示もありますし、今まで塩尻市は、健診に大変力を入れてきたという経過もあるものですから、その整合性も

図りながら、一番は塩筑医師会の方と相談をしながら、どんな形で進めたらいいかということで、何回も検討する中で

スタートしております。今、お話しましたように心電図等については、詳細健診ということで、一応、今年度はスター

トには入っていませんけれども、来年からはということで、広報等でもしっかりと広報をしながら進めていくわけです

けれども、いずれにしましても１年目の健診ということで、いろいろな市町村でも、いろいろと今まで進めてきたこと

とだいぶ差があると言いますか、根本的に、今までの健診は病気を見つけるというのが主だったのですけれど、これか

らは、病気を見つける前に、その前に病気にならないような健診という位置づけがされておりまして、項目等もだいぶ

減ってきてます。正直言って、受けた方が結果を見て血液検査の項目が少ないことに気がついて、市はサービス低下で

はないかという声もいっぱい入っております。そういったことも、これからの課題としてとらえて、医師会とも相談し

たり、国保の保険者の健診として位置付けられておりますので、ほかの市町村の状況等も把握する中で、今、今井委員

さんがおっしゃられるように、せっかく今までやってきたものなのでというあれもありますので、その辺のところもし

っかり見極めながら進めてまいりたいと思いますが、今年度は、そういうことでスタートの年ですので、いろいろな面

で市民も戸惑っているかと思いますけれども、なるべく親切丁寧な対応に心掛けてまいりたいと思っておりますので、

よろしくお願いいたします。 

○中原輝明委員 関連だけれど、先ほど、１万何千人健診を受けているが、その結果はどうなって、てんまつはどうな

っているのですか、最終は。心配するのは、健診したきりで、結果はどの程度発見されて、それが治療になったか、あ

るいは、短命になった人もいるかということをちょっと聞きたいけれど。わかってますか。 

○健康づくり課長 先ほど、集団健診と個別健診と言いましたけれども、個別健診の方ですけれども、その受診者で異

常が認められた方とか、そういう方達については、結果相談会といったようなものを設けまして，保健師が個別に相談

等を行っております。７，３２３人の方が受けられたわけですけれども、その中で異常が認められた方がだいぶおりま

して、それには、治療に結びつけましたりということにしております。内訳でございますが、異常を認めなかった方に

ついては、７，３２３人のうち５０３名。保健師が指導をした方が１，４１４名、医療に結びつけた方が９５８名、治

療中であるという方が、４，３６０人というような状況でございます。ですから、半分くらいは、治療を受けながら集

団健診なりを受けておられたという方が多いということで、要指導、要治療に結びついた方が２，３００人、３分１く

らいの方については、そのような状況です。以上です。 

○中原輝明委員 全く逆で、何もしないでおいて、自然体においたらどうなりますか。何も言わないで、自然に。どう

でも健診をやらないで、黙っていて。それでも、自分で、この辺でも健康管理は、あまり変わらないような気がするが。 

○健康づくり課長 やはり、年に１回は、自分の健康を、いくら丈夫であっても、やはり生身でございますので、一遍

はチェックをしていただいて、それで自分の健康管理、チェックをしていただくということが必要かと思います。特に

丈夫だと言っている方について一番問題だというふうに思っていますので、ぜひ、これからもうちのほうでＰＲに務め

ていきたいと思います。 

○副委員長 １８１ページ、先ほどの妊婦一般健診の関係ですが、２回から今度５回に今年からなりましたが、５回に

なった場合どのくらい経費的に見込んでいますか。 

○健康づくり課長 妊婦一般健診でかかったお金が１人あたり７，５６０円くらいでしたけれども、今度、２回から５

回ですので、２万４，０００円くらいになるというような状況です。 
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○委員長 関連で、この妊婦一般健診が１，３１２人となっていますが、これは延べですか。 

○健康づくり課長 そのとおりです。 

○委員長 そうすると仮に確実に２回受けているとすると６００人ですけれど、そうした場合に、そのあとの無事に出

産されて健診に繋がるはずなのですが、例えば、妊婦健診だけは受けていて、塩尻市の住民にならなかったというよう

な人はいるのですか。健診数の割に乳児のあれが少ないような気がする。 

○健康づくり課長 現実に平成１９年度中に産まれた方が６５７人という形で、やはり、転入転出がありますので、同

数くらいの方ということですかね。 

○古畑秀夫委員 関連で、マスコミで、妊婦さん、子供が生まれそうなのがたらい回しで、十何カ所回ったとかマスコ

ミで大騒ぎしているのは、ほとんど妊婦健診というのを受けていない人がいきなり飛び込んで産まれそうだというよう

なことで、医者の方が拒否というような話があるのだけれど、塩尻市は、そういう例というのは、受けないで急に産む

という話は、聞いてはいますか。 

○健康づくり課長 私の耳の方へは、入っておりません。 

○委員長 あと１点、健康相談とかの中の、十カ月とか、すくすく子供相談とか、よく何カ月健診とかありますけれど

も産まれた子どもで受けないというような子どもはいますか。 

○健康づくり課長 係長から。 

○保健予防係長 外国人のお子様とか、連絡が取れない子どもとか、毎年数名いらっしゃいますけれども、なるべく勧

奨のはがきを出して、お電話したりして、連絡を取るようにしています。 

○委員長 大切に子供を育てる上で、確実にみんな健診をして、元気に子どもが育っていくようにしていただきたいな

というふうに思いますのでお願いします。 

○鈴木明子委員 同じ１８１ページの高齢者歯科健診事業についてですけれども、在宅寝たきりの老人を対象の事業と

いうことですけれども、何人くらいの方が、この制度というか、利用されて診療を受けているのでしょうか。 

○健康づくり課長 平成１９年度５９名でございます。 

○鈴木明子委員 その寝たきりの方だけが対象ということですか。 

○健康づくり課長 通院に困難な在宅の寝たきり老人等でございますので、そこに知的の方だとか、医師のところに行

けないような方達についても対応してございます。 

○鈴木明子委員 例えば、歩けないわけではないけれども、歯科医院まで移動していくのに、例えば、家族が車に乗せ

てくれるとか、そういう状況がなくてということだけでは、やはり、対象にならないということですか。 

○健康づくり課長 あくまでも健診でございますので、健診が必要な方については御相談いただいて、健診が必要であ

れば対応しております。 

○鈴木明子委員 この寝たきりの方達が健診の結果、治療が必要とか、そういうふうになったときには、自分で移動手

段を講じて治療を受けに行かなければいけないということですか。 

○健康づくり課長 今、寝たきり老人の歯科健診は、２人の歯科医師と歯科衛生士がついて訪問をさせていただいてお

りまして、治療が必要な場合には、その時に歯科医師と相談をさせていただいたり、近所の歯科医師を紹介して、うち

の方から、こういう方がいるけれども訪問していただけないかというようなことで、対象の家族の方と相談させていた

だいているのが現状です。 
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○永田公由委員 １０９ページの消費生活対策費の関係で、ちょっとお聞きをしたいのですが、きのうもテレビでやっ

ていましたけれど、いわゆる振り込め詐欺が最近巧妙になって、高額なお金がだまし取られているということで、警察、

銀行が、その年金にあわせてとか、ＡＴＭで見張りをするというようなシステムを作るというようなことですが、塩尻

市の、いわゆる高齢者なり、そういった対象にした振り込め詐欺とか、悪徳商法の現状はどのような状況ですか。昨年

の状況で結構です。 

○くらしの相談室長 私どもの方で予防の講座等をやっているのですけれど、実際に問い合わせがあって、悪徳商法の

被害にあったという方については、悪質という部門で言いますと１０件くらいありました。振り込め詐欺については、

私どもにそういう情報が直接来ませんので、警察署の方に会議があったということで、私が出向いて行って話を聞いた

ときには、５２万円余くらいの医療費の還付金詐欺でしたけれども、１件、塩尻市内で５０歳代の女性の方があったと

いうことで、非常に、緊急対策会議とか開かれて防止に励んでいるところですが、なにぶん銀行のＡＴＭに行くときに

は、注意していただきたいということで、銀行サイドでも協力していただきまして、携帯電話を使ってのＡＴＭの前で

の操作をおやめくださいという貼り紙くらいしかしてありませんので、これは、どちらかというと皆さんの口コミで防

止していただくということで、私どもも、非常にその辺に力を入れてやっているのですけれど、現状としてはそのよう

な状況です。 

○永田公由委員 すると、塩尻市は比較的被害が少なくて済んでいるようですけれども、それも、白木相談室長が出前

講座で、非常に評判のよい講座で、一生懸命やっておられる成果だと思うのですけれども、特にそういったところに出

て来ない方が被害にあわれたり、特に悪徳商法などは知らない間に入り込むというようなことがありますので、できる

だけ、いろいろな機会を設けて出ていただくように警察と連絡を密にして、これからも防止に努めていただきたいとい

うふうに思います。 

○古畑秀夫委員 １８７ページですけれど、環境の方ですけれど、新エネルギー導入普及事業補助金の関係、申し訳な

いが、一つずつソーラーからいくらくらいずつ補助金が出ているのか、その前のページの生ゴミの方とあわせて教えて

いただきたいのですけれど。 

○生活環境課長 補助金内容でございますので、まず新エネルギーの方の関係でございますが、ソーラーが１キロワッ

ト１万７，５００円で計算いたしまして上限１０万円です。これは、ほとんどソーラーの場合は、工事費も入っており

ますので１０万円出ております。太陽熱の高度利用、経費５分の１、上限４万円。ペレットストーブ・薪ストーブにつ

きましては、５分の１、上限５万円で補助させていただいてございます。 

生ごみの関係ですが、生ゴミ処理機の方の関係は、２分の１の３万円限度です。コンポスター、ちょっと埋めるやつ

ですが、それは２分の１の５，０００円限度です。以上です。 

○委員長 この霊園の管理などで、シルバーに委託している仕事が、結構、あるかと思うのですが、ちょっと、これは

お願いなのですが、知的障害を持っていらっしゃるグループの方からあったのですが、草むしりみたいな軽微な仕事で、

当然、保護者もついて行くのだけれど、そういうものについて市の方へ相談すれば、そういう作業というのは、委託し

てもらうことが可能かどうかという話があったのですが、年度での契約とか、そういうのがあると思うのですが、ここ

に、その時期に、そういう申し入れをした場合に考慮してもらえる可能性というのは、あるわけでしょうか。 

○生活環境課長 今、私どもがシルバーに委託している内容というのは、前は、除草とかもみなしていたのですが、今

はやりませんので、大きな草刈、除草に関しては、森林組合さんにしかお願いしてありませんが、シルバー人材センタ
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ーは、メインは受付業務と、あとは周辺の聖地以外の草取り等を時期によってはやっていただいておりますので、そこ

ら辺がそういう知的障害、あるいは、そういう方達のできる範囲、特に、霊園みたいにエリアが決まっているところで

すので、交通量も、ほとんど、時期によってはありませんので、そういうときのみ、あうことができれば、また、シル

バーと相談させていただきながら検討してまいりたいと思います。 

○委員長 ほかに。 

○金田興一委員 １８５ページの不法投棄の関係ですが、不法投棄の回収委託料、確か、前年は１８３万円余だったと

思うのですが、今年は４５０万円余ということで、かなりふえているのですが、この大幅増の原因は、一つは何かとい

うのが１点と、もう１つは不法投棄の関係、ポイ捨て条例等もできているのですが、違反者の特定された件数というの

はどのくらいあるのか、あるいは、警察への告訴をした事例があるのか。 

最後にもう１点は、市に寄せられている苦情件数、若干ふえたり、減ったりしているのですが、平成１９年度は何件

くらいあったのか、この点についてお願いしたいと思います。 

○生活環境課長 まず最初に予算の関係で、昨年に比べてふえているのは、昨年は３つ項目が分れていましたのをまと

めさせていただいて、それを足すと４００万円になるようになっています。 

不法投棄の苦情件数ですが、今年度９０件でございます。若干、去年よりふえています。ポイ捨て条例によります特

定の事例というのは、前にもありましたが、ポイ捨て条例の前に特定されるものでは廃棄物処理法での特定、これはむ

ずかしいのですが、そういうものはちょっと長期にかかりますが、警察に方でお願いしているところでございます。う

ちの条例での摘発は、まだ、ございません。告訴もございません、今は、指導段階で終わっているというのはおかしい

のですが、そこでとどまっている。 

○委員長 ほかにありませんか。 

○鈴木明子委員 １０９ページの生活支援のところですが、各種の相談活動をされていると思うのですが、法律相談で

３１回で２００件というようなことですけれども、例えば、定員があって２００件になっているのか、あるいは、定員

に飲み込めずに違う方に行ってくださいとか、受け付けつけられなかったとかというような状況などは、どんなふうに

なっているのですか。 

○くらしの相談室長 法律相談は、木曜日の午後、大体月２回から３回あるのですけれども、１回８名、１人２０分く

らいの枠でやらさせていただいています。大体、定員どおりの推移で、枠がたまに余る月が数名あるくらいで、ほとん

ど満員です。私どもで状況を聞いておりますけれども、聴き取りの内容の中で、直接、弁護士さんに頼まれた方がいい

という方は、そのように弁護士会の方に相談していただいて、そちらでやっていただきますので、大体、十分間にあっ

ているのではないかと、そういう状況です。 

○委員長 ほかにありませんか。 

○鈴木明子委員 行政相談の１２回で３件というのは、何か少ないと思うのですけれど。 

○くらしの相談室長 行政相談というのは国の事業、また、法人に関しての御意見等をいただく相談で、国から委嘱さ

れている行政相談員さんが受けているのですが、ほとんど市の行政のことは、私どもに聞きますので、国のことについ

ては、あまり来ないという、ＰＲはさせていただいているのですが、あまり、状況としては来ないです。以上です。 

○永田公由委員 ごみの収集と言いますか、処理状況の関係でお伺いしたいのですが、ペットボトルとかプラスチック

容器の分別がはじまって、受け入れ先などは、安定した状況というふうにみていてよいわけですか。 
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○生活環境課長 受け入れ先というのは、処理ですか。処理に関して、ペットの場合と廃プラスチックの関係ですが、

ペットの関係は、国の方が、国内でのリサイクルの法を作ったのですが、中国の方へわーっと実際流れております。国

の方からペットについては、そのルートにのっとった処理方法を心掛けてください。ですから、実地で直に出して、そ

の直後、業者は、中国へそのまま持っていくようなのではなくて、今までの協会をとおして、適正に入札をして処理す

るという方法のをやってくださいという通達が来ております。ですから、市の方では、この前の監査の時もそういう話

が出まして、中国の方へ行って使われていたのでは、国内でのリサイクルにならないではないか。そのようなのがあり

まして、ペットの場合には、その協会でのみの中では安定しております。ただ、これが、向うのどうのこうのなってき

た場合、協会でやっているのは、安定性は非常にあると思います。廃プラの場合も協会をとおして入札をしております

ので、そちらの方がこけるということは、まずないと思われます。ただ、値段的にどうかなというのは出てきて、塩尻

市の場合は、いつも言いますが、状態がいいのが行くものですから、非常に、入札とか、業者の方では評判が良くて、

やだよと言われるところのような市町村にはなっておりませんので、今のところは安心しています。 

○永田公由委員 朝日の最終処分場が新しく稼働して、不燃ごみが前年に比べて徐々に減ってきてはいるのですけれど

も、数量的には、あれですか、作ったというか、計画の予定どおりの数量、それとも少ないのか多いのか、その辺はど

うですか。 

○生活環境課長 この前も地元対応でもお話をしましたが、計画年度の埋め立て量よりも少なくなってきております。

ですから簡単なので割り算しますと、約５年くらいは、今の状態でいけば計画よりは延びている状態。さらに資源化を

して、埋め立てに持っていくのを減らして、延ばしていきたいということもございますが、地元対応的には、１５年間

お願いしていることになっておりますので、それの状況は、地元とは、その時点で協議するというお約束になっており

ます。なるべくならうちは伸ばしてもらいたい、これからのことを思えば。ですが、１５年のときには、その１年前は

協議をして、またお話をさせていただくという時期が来るというふうになっております。 

○永田公由委員 最近、埋め立てごみについて、例えば、電気製品と、それからガラスの割れたのとか、そういったも

のと分けてなるべく出してくださいと言っていますよね。その電気製品については別に持っていって、取り出せるもの

は取りだしているということですか、使えるものは。 

○生活環境課長 電化製品は、クラッシャーをかけまして、取り出せるものは、すべて前田産業さんで分けて、向うに

持っていくものは、向うというのは、最終処分場に入れるものを分けてという状態です。ですから減らしている。 

○永田公由委員 ことしだったかな、去年だったかな、そういったチラシが配られているのだけれど、もう少し徹底し

た方がいいと思う。まだ、なかなか埋め立てだと一緒に袋に入れてしまって、ごちゃまぜになっている部分があるので、

もう少しＰＲされた方がいいと思います。 

○鈴木明子委員 １８５ページの右のところに犬・猫の死体収集業務委託料というのがありますが、これは、交通事故

などで、その辺に放置されているものの処理ということでしょうか。 

○生活環境課長 そうでございます。公の土地とか、一番多いのは、交通事故の処理が多いです。 

○中原輝明委員 １５３ページの老健レセプト整理業務委託料をやったら１，８００万円か、なんか出てきたという話

をしたが、そういうぐあいに聞えたが、その元というのは、出たというのは、原簿が間違っていたということですか。 

○市民課長 定められた薬以外のものを投与しているとか、あるいは、国保の加入期間、例えば、社会保険の方に入っ

たのですけれども、社会保険の方の保険証がすぐに出てこないものですから、その間に国保の保険証を使って、国保の
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方へ請求をされているものの間違いが発見できずに、そのままという、そのような形のものがあります。先ほども言い

ましたように老健の関係については、１，８５５件で、１，７２６万円くらいの金額になるのですけれども、それは、

医療機関の方で間違えて、うちの方に請求がされているものですから、その分だけお返ししていただく。実際にチェッ

クしたら件数が多いわけですけれども、実際に１，７００万円という形の金額なのですが、抑制力からしますと、そう

いうことをチェックされているということで、医療機関の方でも間違いのないような形で処理をしていただくという形

で、抑制力については、もっと大きな効力があるのではないかと思います。 

○中原輝明委員 聞きたいのは、以前は、それが間違って余分な請求をしていたという話がもっぱらあった。レセプト

だかやって、出てきて、注意されて、医者も直したということですか。その辺は、これからますます出る可能性は、あ

りはしないですか、しっかりしないと。どうですか。 

○市民課長 おっしゃられるような形に、これから受診者が少なくなってくれば可能性があるかと思います。受診回数

なども、例えば、お医者さんの方でレセプト改ざんというと、たぶん、そういうことはないと思うのですけれども、も

し、例えば、やろうと思えば、医者にかからず診療したという形での請求も中には考えられないことはないものですか

ら、医療費通知ということで、被保険者には、こういう形でお支払いがあるという通知を年６回差し上げて、確認をし

ていただいているという状況でありますので、そういうような部分を取り組みの中で、過誤請求と言いますか、そうい

うのは、ほとんどないのではないかと思っています。 

○中原輝明委員 この下段の、先ほどの松本広域連合へ職員が派遣されて旅費が９１万円いくらとあるが、それは、全

体でも松本広域連合へ職員が派遣されているのだが、ほかの場所へ。これも、同じようにこういう旅費は出ているのか

な。 

○市民課長 長野県後期高齢者医療広域連合につきましては、長野市に事務所があるものですから、そこの借家、ある

いは、そこまで通う通勤、どちらかということで派遣職員の方で選択をしていますけれども、その費用を見ているとい

う形であります。松本広域連合の方については、私の方で答えていいのかわかりませんけれど、一応、通勤手当という

形で金額が出ているものですから、そのような形で特別旅費という形でお支払いしております。 

○中原輝明委員 松本広域連合通勤手当で出ている。これは、別に市から出す。関連は、派遣も同じようなものだと思

うが、その組合によって違うわけか。 

○市民課長 長野の方への派遣職員という形で、県の派遣職員の手当という形で、アパートを借りても、そのアパート

賃と言いますか、借り上げの費用については、この中で見ていただくということになります。松本広域連合については、

通勤が可能なものですから、通勤手当で、通常の自宅から松本市役所の方へ通う距離で通勤手当となっています。 

○中原輝明委員 わかりました。 

○委員長 ほかに。 

○鈴木明子委員 １８７ページの地球環境保全事業の一番下のところですが、塩尻市地球温暖化防止対策負担金という

のがあって、地域協議会という話が出ましたけれど、地域協議会というのはどのような団体が参加をしているのか、教

えてもらいたいと思います。 

○生活環境課長 参加団体ですか。係長の方からお答えします。 

○環境計画係長 県の地球温暖化防止推進委員の方３名、各種団体としまして、水と緑の市民ネット、ビレッジならか

わ、信州松本アルプスの風、塩尻市自然保護ボランティア、クリーン塩尻推進団体、塩尻市衛生協議会連合会、下西条
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みどりの会、塩尻市消費者の会、塩尻商工会議所。企業の内容につきましては、セイコーエプソン広丘事業所、公的な

関係で校長会から、区長会から、公募の市民ということで４名、以上全員で２０名の会員ということで参加されており

ます。以上です。 

○鈴木明子委員 どのような感じで、その会議とか、事業とかをやっているのでしょうか。１年に何回集まってとか、

そういう会議とかは。 

○生活環境課長 今、平成１９年７月に立ち上げさせていただいて、今年度の活動でございますが、アクションプラン

を作りまして、なおかつ、アクションプランでは、もう少し実行的にどうしていったらいいかということで、それぞれ

の分野を３つに分けまして計画を立てさせていただきました。それを立てるのにつきましては、ここの中で役員会が行

いました。役員会で見ていただきなら、会にお諮りをして内容を検討していただいている会議でございます。今までに

３回くらいは、やっております。その内容で、例えば、今、ちょうど動いている内容で例を挙げますと、区長会にお願

いして防犯灯とか街灯の関係の調査を含めて、それを蛍光灯に換えていったらどうかというプランを地域課と区長会の

方にお願いをして調査活動をしながら進めていこうというのが一つ。それから先ほどちょっと言いましたが、環境家計

簿というものを今までやってきております。これについては、もう少し学校を利用したり、あるいは、そういう団体組

織をもう少し利用して普及的なものにできないかということで、今、練っていただいておりますが、それぞれ、それに

適した人たちのグループに少しずつ素案をお願いして、役員会にかけるというような会議の持ち方と言いますか、して

おります。 

○委員長 ほかにございませんか。 

○永田公由委員 入り口の１階に市の特産品やなんか、いろいろ飾ってあるところがあるではないですか。あの管轄は

市民課ですか。 

○市民課 庶務課で管理しております。 

○永田公由委員 庶務課ですか。 

○委員長 ほかに。ないようでしたら、市民環境事業部に係わる歳出についての審査を、議案第１号についての審査を

終了いたします。午後１時から再開します。歳入からです。 

 では、１時１０分ということでお願いします。 

午前１１時５８分 休憩 

――――――――――― 

午後１時０９分 再開 

○委員長 少し早いですが、休憩を解いて再開します。初めに、先ほどの答弁について健康づくり課の方から説明があ

るそうです。 

○健康づくり課長 先ほど１８１ページの妊婦一般健康診査の単価の問題で訂正をさせていただきたいと思います。１

回あたり７，５６０円で、５回になった場合という質問の中で、２万４，０００円くらいとお答えをしましたけれども、

１回あたり７，５６０円でありますが、平成１９年度は２回やっておりますので１万３，９３０円で、５回平成２０年

度からやるわけですけれども、５回分で３万４，１００円ということで訂正をお願いし、お詫び申し上げます。 

○委員長 ありがとうございました。 

 それでは、歳入について説明をお願いします。 
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○会計課長 大変お疲れのところだと思いますが、一般会計の歳入の概要について説明をさせていただきますので、よ

ろしくお願いしたいと思います。 

 最初、決算説明資料で説明させていただきますけれども、８ページをお開きいただきたいと思います。よろしいでし

ょうか。一般会計歳入決算額比較表でございます。市税につきましては、一番上の行にございます。収入済額が１００

億３，６９３万５，１２９円ということで、いよいよ１００億円を突破したわけでございます。前年度対比としまして

は１０パーセント、８億９，２６３万円余の大幅な増となっております。これにつきましては、地方への税源移譲が所

得税から住民税へ固定資産税の伸び等があったためでございます。不能欠損額、真ん中のところにございますが、８，

０１９万９，７６３円ということでございます。これにつきましては、前年度対比４９パーセント、７，６３６万円ほ

ど減っております。平成１８年度につきましては、不良債権等、法に基づきまして、特に企業等を中心に処分をさせて

いただきましたので大きな数字になりましたが、平成１９年度につきましては，個人を中心に行うということでござい

ます。収入未済額は、５億５，９５９万９，６９１円ということでございます。収納率でございますが、９４．０１パ

ーセントということで、前年度対比１．２６ポイントの増ということになっております。 

続きまして、９ページをお願いしたいと思います。市税の徴収実績対比表でございます。税目ごとの内訳を記載して

ございます。前年度対比としましては、個人市民税、一番上でございますが２７．７パーセント、７億３，５７０万円

余の増。法人市民税につきましては、７．５パーセント、逆に７，９８１万円余の減ということでございますし、その

下、固定資産税につきましては、４．９パーセント、２億１，９４４万円余の増ということでございます。個人市民税

の増につきましては、納税義務者の増、税制改正による定率減税の廃止等によりますし、法人市民税の減につきまして

は、景気が低迷しているということで、製造業、サービス業等の減がございます。また、固定資産税の増につきまして

は、大規模家屋の建築増、エプソンイノベーションセンター等がございますが、建築増によるものです。 

その下１０ページでございます。市税不能欠損総括表でございますが、不能欠損の区分のうち件数が一番大きいのは、

時効の４，６４８件ということでございます。時効というものの説明につきましては、一番下に書いてあるので御覧い

ただきたいと思います。全体の８３パーセントということでございますし、税目別の金額では、固定資産税・都市計画

税が４，１４１万３，４５３円で、対前年度比では８，３６２万円減っております。 

また、８ページに戻っていただきまして、２款の地方譲与税をお願いしたいと思います。前年対比１１パーセント、

５億３，８４２万円余の減でございます。主な原因につきましては、所得譲与税が廃止になっているということで、５

億４，０８４万円余の減等によりますが、航空燃料譲与税、自動車重量譲与税、地方道路譲与税等が、若干ですがふえ

ております。 

 少し飛ばさせていただきまして、同じ８ページの９款地方特例交付金につきましては、減税補填特例交付金の廃止等

によりまして、前年対比７２パーセント、１億７，３２０万円余の大幅な減になっております。 

１０款の地方交付税でございますが、前年対比８パーセント、４億１，７２５万円余の減でございます。地方交付税

の概要につきましては、決算説明資料の１２ページに地方交付税の概要というところがございます。御覧いただきたい

と思いますが、下から４段目のとこ、普通交付税収入済額につきましては４２億７，０９６万８，０００円。これは、

前年対比７．６パーセント、３億５，０２５万４，０００円の減でございます。これにつきましては、市民税や固定資

産税の、先ほど申しましたが増等によります減額でございます。 

 下から３段目、特別交付税収入済額につきましては、６億２，５００万４，０００円ということでございますが、こ



 23 

れは、前年対比９．７パーセント、６，６９９万９，０００円の減でございます。これは、災害復旧費等の減等により、

減額となったものでございますので、よろしくお願いしたいと思います。 

 １２款からにつきましては、決算書で御説明いたします。決算書の２０ページ、２１ページでお願いしたいと思いま

す。主なものだけ申し上げますのでよろしくお願いしたいと思います。最初は２０ページ、２１ページの１２款分担金

及び負担金のところでございますが、下から２段目、労働費分担金、シルバー人材センター分担金がございます。これ

につきましては、１７２万５，２３１円でございますが、朝日村から入金になったものでございまして、塩尻地域シル

バー人材センターの活動補助金でございます。なお、塩尻市の負担金は、１，１０７万８，４００円でございます。平

成１９年度末の会員数は７０７人で、シルバーの会員でございますが、塩尻市が６７０人、朝日村が３７人、男性が４

３９人で、女性が２６８人ということでございますのでよろしくお願いしたいと思います。 

 続きまして次の２２、２３ページをお願いしたいと思います。一番上の行にございますが、市単農業農村基盤整備事

業分担金でございます。１７４万２，７３５円でございますが、これは、水路工事等のものでございまして、２６件分

でございます。決算説明資料につきましては、１４ページにありますので、また、後ほど御覧いただければと思います。

また、農業関係費負担金明細は、計算説明資料の１３、１４、１５ページに記載されておりますので、よろしくお願い

したいと思います。 

 では、決算書に戻っていただきまして、同じページでございます。２項負担金、１目民生費負担金の児童福祉費負担

金、保育料についてでございますが、収入済額４億３，００９万２，８２６円でございます。１９園の延べ利用者数は、

２万７９６人、昨年は２万１，０２０人でございました。 

 同じ段でございますが、下から２番目の市外保育所入所児童負担金がございます。これにつきましては松本市、木曽

町、穂高での入金でございます。延べ１２人。保育料の実績につきましては、決算説明資料の１６ページにございます。

平成１９年度の収納率につきましては、長時間保育料を含めまして、９９．２３パーセントでございまして、収入未済

額は３２７万５，４３０円でございます。 

再び決算書に戻っていただきまして、同じページの使用料及び手数料、１目使用料、１節総務使用料、下から２番目

になります。駐車場使用料でございますが、これは、奈良井の中町駐車場の分でございまして、使用料は、１区画、月

額２，５００円ということで３１区画ございます。 

 同じ決算書、次のページをお願いしたいと思います。２４、２５ページでございますが、２目の衛生使用料の斎場火

葬料、待合室使用料の月別の件数につきましては、決算説明資料の１９ページに詳しく記載してございますので、御覧

いただければと思います。 

下から２番目になります聖地の使用料につきましては、３５件分で１，１５４万円。前年対比件数で１０件、金額で

３４８万円の増でございます。 

同じページ、下から４番目になります。インキュベーションオフィス等使用料７３０万円余でございますが、これは、

塩尻インキュベーションプラザの使用料でございます。１３部屋をコンピュータ関連の会社等が使用しているものでご

ざいまして、使用料は、１平方メートルあたり、１カ月１，１００円でございまして、合計５６４平方メートルを貸し

出しをしているものでございます。 

 同じページの一番下になります。地域振興バスの使用料でございますが、これは、楢川地域の振興バスの使用料でご

ざいまして、２８１万２，５００円ということで、１回１００円で、延べ２万８，１２５人分でございます。前年対比、
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６，８１４人と、だいぶふえているわけでございますが、これは、便数が２便から５便にふえたということが、主な原

因でございます。 

 続きまして、次のページをお願いいたします。２段目公園使用料でございます。これは、小坂田公園等の使用料でご

ざいますが、収入済額につきましては、ほぼ前年と同額でございます。施設ごとに利用状況につきましては、決算説明

資料の２０ページに記載されております。１位は市民プール６１７万円余、２位がゴーカートで４８０万円余、３位が

パターゴルフで２１２万円余、これが、公園の使用料の歳入でございます。 

 決算書に戻っていただきます。その下になります。市営住宅の使用料でございます。収入済額が６，６８０万２，２

００円ということでございます。 

その同じページの３つ目のポツになります市営住宅駐車場使用料につきましては、吉田団地と床尾団地の分でござい

まして、吉田団地が１区画２，０００円、床尾団地が１区画１，５００円ということでございます。市営住宅の徴収滞

納の年度毎の明細につきましては決算説明資料の２１ページに詳しく記載されておりますが、前年度収納率は、９２．

６３パーセントということでございます。なお、本年３月３１日現在の管理戸数は４７６戸でございまして、入居戸数

は４４７戸で入居率が９３．９パーセント、昨年が９２．３パーセントでしたから、よって若干伸びているということ

でございます。 

 決算書に戻っていただきまして同じページになります。一番下の欄に戻りますが、教育使用料のうち社会教育使用料

でございます。決算説明資料の２２ページに、生涯学習関連施設利用状況を詳しく記載してあるわけでございますが、

利用者数、入館者数の前年との比較では、施設によって大きな幅がございます。特に、平出博物館については、ガイダ

ンス棟が無料で開館したため大きく減となっております。木曽の４館につきましては、歴史民族資料館は伸びておりま

すが、４館全体では減となっております。これは、平成１８年２月に開通しました権兵衛峠による開通効果が平成１９

年度になって増えてきたためかなというふうに考えているところでございます。 

 続いて決算書２８、２９ページをお願いしたいと思います。真ん中のところになりますが、保健体育使用料につきま

しては、決算説明資料の２３ページ、体育施設利用状況を記載してございますのであわせて御覧いただきたいと思いま

す。全体の利用人数は３９万７，９８３人、前年度対比では、利用人数で１万８，２５１人、使用料で約６７万円ほど

減となっております。減の主な原因につきましては、市立体育館が耐震工事のため平成１９年１２月から平成２０年３

月まで使用できなかったことが大きな原因だと思われます。 

 決算書に戻っていただきまして、総務手数料、１節徴税手数料、２節戸籍住民基本台帳手数料につきまして、下の方

にございますが、まず、税務関係証明書の交付件数につきましては、全体では、前年度対比２，９６３件の減、支所で

の交付では５２４件の減となっております。戸籍・住民票につきましては、全体の交付件数は、昨年より４４４件の減

でございますが、支所分では、９７９件ふえております。住基カードにつきましては、３７６件の発行でございまして、

昨年より２６０件、約３．２倍ふえているということでございます。 

 決算書に戻っていただきまして、３２、３３ページをお願いしたいと思います。中間の所から国庫支出金が始まるわ

けでございますが、国庫支出金の全体の収入済額につきましては、２８億７，２１６万円余でございます。前年対比４

４パーセント、８億８，０５８万円余の増になっております。主な増のものにつきましては、まちづくり交付金、市町

村合併推進体制整備費補助金、児童手当負担金等が主なものでございます。 

同じページでございます。１項の国庫負担金、１目民生費国庫負担金の１節社会福祉費負担金のうち、上から４つ目
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の知的障害者施設支援費負担金でございます。９，４４３万６，０００円余でございますが、これは、西駒郷ほか、ア

ルプス学園、今井学園等１９施設への支援費の支払いに対するものでございまして、入所者が４２人、通所者が４１人

に対する補助金でございます。 

 次のページをお願いしたいと思います。次のページの２段目になります。児童手当でございますが、負担金につきま

しては、年間延べ児童数７万９，９９５人に対するものでございます。これにつきましては、平成１８年４月１日から

３歳以上の児童の第一子、第二子が月額５，０００円、第三子以降については、月額１万円を給付してきたものでござ

いますし、また、平成１９年４月からは３歳未満につきましては、一律１万円を給付となっております。その関係でご

ざいます。 

同じページの上から三段目、ちょうど中間くらいになりますが、生活保護費負担金を御覧いただきたいと思います。

これは、１６５世帯２３２人に対するものでございます。生活保護補助費が３億５，８１５万円余への国庫負担金の４

分の３を給付したものでございまして、以上、内容につきましては、生活扶助、住宅扶助、教育扶助等でございます。 

 次のページを、同じく決算書を御覧いただきたいと思います。３段目でございます。２番目のポツ、まちづくり交付

金の欄でございますが、これは高出保育園建設事業に対する補助金でございまして、高出保育園につきましては、重量

鉄骨造り平屋建て、延べ面積が１，０７０．２５平方メートルございまして、定員１３０人でございまして、建設工事

費は、３億１，１７５万５，０００円でございます。 

 その下の段になります。地域介護・福祉空間整備等交付金３，０００万円でございます。これにつきましては、小規

模多機能型居宅介護事業所クレア洗馬、洗馬にございますクレア洗馬と認知症対応型共同生活介護事業所ふきぼこ、こ

れは協立病院のところにあるものでございますが、対するものでございます。クレア洗馬につきましては、平成１９年

１２月に竣工いたしまして定員が２４人。ふきぼこにつきましては、平成２０年３月に竣工いたしまして、定員が９人

というものでございまして、これにつきましては、要介護者が住み慣れた地域での生活を提供するということで開かれ

たものでございます。 

 同じページの中程になります。３段目くらいになりますか。中程の３目になります。労働費の国庫補助金の中の中小

企業福祉事業補助金８００万円、中間よりちょっと下になります。これは、塩尻筑南勤労者福祉サービスセンターに対

する１，６００万円の補助金に対して交付されるものでございますが、このように国庫の補助金として８００万円が返

ってくるものでございます。これは、また、後ほど御説明いたしますが、決算書の６９ページにも、雑入で勤労者福祉

サービスセンター運営費負担金３１４万４，０００円がございます。これは、山形村、波田町、朝日村が負担したもの

でございます。 

同じページの下から３段目になります。商工費の補助金で、まちづくり交付金２億４，１２０万円というところを御

覧いただきたいと思います。これは、中心市街地活性化を推進するため、大門中央通り地区市街地再開発事業を支援し

たものでございまして、地盤調査、建築設計等を行い、県に変換計画の認可を得たものでございます。 

同じページの一番下の段になります。真ん中のポツでございますが、街なみ環境整備費補助金３，５１０万円でござ

います。これは、奈良井宿のメイン通りと支線につきまして美装化しているものでございまして、平成１９年度は３７

０メートルを実施しました。完了は来年度、平成２１年度を予定しておりまして、道路の美装化のほかに小公園や水場

を計画しておるものでございます。 

 続きまして、次のページ、３８、３９ページをお願いいたします。一番上の段になります。北部公園事業補助金３，
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０００万円でございますが、これは、今年につきましては、暗渠工事１８３．５メートルとせせらぎ水路１１５メート

ルを工事したものに対する補助金でございます。 

 同じページの中程になります。安全・安心な学校づくり交付金というところがございますので、御覧いただきたいと

思いますが、これは東小のプール建設に対するものでございます。３，１８６万５，０００円でございます。工事費に

つきましては、１億８５８万円でございまして、高学年用が６コース、低学年プールが、１０メートルかける１０メー

トルのものを造ったものでございます。 

 同じページの一番下の段でございます。社会教育費補助金のうち、２行目の史跡等総合整備活用推進事業補助金につ

きましては、史跡、これは平出遺跡の整備事業のうち環境整備土木工事、これは、土盛りの工事と復元住居の建築工事、

古墳時代の大型住居等に対するものでございます。 

 同じページの一番下になります。同じく社会教育費補助金のうち、重伝建の修理修景事業補助金につきまして、奈良

井地区につきまして、修理事業が１件、修景事業が２件。木曽平沢、これは、平成１９年７月５日に指定を受けました

が、木曽平沢地区につきましては、修理が６件、修景が１件に対する補助金でございます。 

 続きまして４０、４１ページをお願いしたいと思います。一番上でございます。同じく社会教育費補助金のうち、市

町村合併推進体制整備費補助金１，９００万円でございます。これは、図書館の図書の購入事業でして、平成１８年度

から平成１９年度の繰越明許分でございまして、ＤＶＤが１，８０８点、ＣＤを５０２点購入したものでございます。 

 その下の体育館改修事業でございますが、この１億８，０００万円につきましては、市立体育館の耐震改修工事に係

わるものでございまして、コンクリート柱の補強工事、天井照明の設備工事、小屋鉄骨の補強工事等を行ったものでご

ざいます。 

 同じページの中程より下になります。地域児童見守りシステムモデル事業委託金６，８７０万９０円というのでござ

います。これは、市内の９小学校の通学路の一部を対象とした見守りシステムを構築し、児童の安全を図るためにかか

ったものでございます。 

 次ページをお願いしたいと思います。次ページから５３ページまでは県支出金でございます。全体の収入済額につき

ましては１１億１，０６８万円余でございまして、前年対比４０パーセント、３億１，８３２万円余の大幅増でござい

ます。主な増といたしましては、県民税取扱委託金、市街地再開発事業の補助金や障害者介護給付費負担金等が伸びて

おります。 

 それでは、下から４段目の段を御覧いただきたいと思います。生活保護費負担金でございます。これにつきましては

４８５万円でございますが、これは生活保護法第７３条の居住地がないか、明らかでない生活保護受給者については、

都道府県は市町村が指定した各事業費及び支出事務費の４分の１を負担しなければならないことになっておりまして、

法に基づいて県から支給されるものでございまして、本市の該当者数は延べ７３名ということでございます。 

 次のページ、４４、４５ページをお願いしたいと思います。１節の社会福祉費補助金について、下から４番目になり

ます。地域発元気づくり支援金のご近所住民支え合いマップ作成事業５００万円でございます。これにつきましては、

支え合いマップを作るに通じて、地域の支え合いを、安心して住めるまちづくりを進めるということで、高出の２区及

び３区、楢川の３つの地区の計５区で、社協に委託して実施したものでございます。例えば、高出では雪かきマップを

作成いたしました。これは、アンケートで雪をかいてほしい人とかける人の申し出を受けてマップを作成したものでご

ざいます。楢川の３つの地区では、災害に備えたということで、避難の必要な人、また、避難を手伝える人のアンケー
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トを取りました。アンケートで行ったということは、プライバシーの保護等で、アンケートで行ったということでござ

います。 

 続きまして次のページをお願いしたいと思います。４６、４７ページ。上から２段目になります。木の香る環境づく

り推進事業補助金１６８万１，０００円でございますが、これは、高出保育園の補助金で、床板、腰板に長野県産のヒ

ノキを使用したことと、あと洗馬児童館で腰板と壁板に長野県産のスギ材を使用したということに対する県の補助金で

ございます。平成１８年度は吉田ひまわり保育園と大門児童館が同じ補助金になっております。 

 それから３行下っていただきまして、同じく地域発元気づくり支援金の早ね・早起き・朝ごはん・読書推進事業でご

ざいます。１２１万５，０００円でございますが、子供の基本的生活習慣に立ち入った生活維持の向上のため、地域の

関係機関や団体等と連携して市民運動として推進していくということでございまして、推進委員会を開催したり、また、

市民の集いを平成１９年９月８日に開催したり、あと標語コンクール、キャンペーンソング、体操等を作っております。 

 同じページになります。一番下の段の下から３つ目のポツでございますが、レス技術導入促進事業補助金２７万３，

０００円でございます。これは、化学肥料、農薬などを削減した栽培技術の意識検査を図るものでございまして、洗馬

農協管内の９つの農家、９農家で、４．９ヘクタールで行ったものでございまして、対象は、レタス、白菜、キャベツ

等でございます。平成１７年度から３年間に実施というものでございます。 

 次のページをお願いしたいと思います。４８、４９ページになります。林業費補助金のうち、下から２番目の鳥獣被

害防止のための緩衝帯整備事業補助金でございます。１９０万９，０００円でございますが、これにつきましては、北

小野の上田、洗馬の元町、宗賀の牧野・本山の３箇所、計１０．９ヘクタールを植栽や除間伐などを整備し、緩衝帯の

設置によりまして、野生鳥獣による農産物の被害を防止したものでございます。 

 同じページになります。中程になります。２つほど減らしまして、合併特例交付金の地域振興バス整備事業でござい

ます。これにつきましては、地域振興バスの楢川勝弦線を運行するため、２９人乗りの小型バス２台を購入したものへ

の県の補助金でございます。 

 同じページでございます。１段減らしまして、土木費県補助金、住宅費補助金でございます。住宅等推進事業補助金、

耐震診断業務委託に対するものでございまして、耐震診断が１３１件、耐震改善が１４件に対する補助金でございます。 

 同じページの一番下になります。同じく地域発元気づくり支援金でございます。社会教育費補助金の木曽漆器の技体

験工房設置事業でございます。これは、木曽漆器館の展示室を改装いたしまして、ハード事業としては、うるしの体験

工房を新設いたしました。また、ソフト事業といたしましては、漆器作りの体験講座、パンフレットの作成等を行った

ものでございます。 

続きまして５０、５１ページをお願いしたいと思います。真ん中辺になります。２節の観光費補助金、地域発元気づ

くり支援金、塩尻駅前ゲートウェイプラザ整備事業４００万円でございます。これにつきましては、駅前の立地条件を

いかしまして、市内の観光案内、ワイン、漆器などの特産品の紹介の場として開設したものでございまして、塩尻駅前

にインフォメーションセンターを開設いたしまして、観光案内、ワイン、漆器などの家具の紹介をしたものでございま

す。これは、観光協会へ運営を委託したものでございます。 

 同じページの一番下になります。総務費委託金のうち県民税の取扱委託金でございます。１億６，５５８万円余でご

ざいます。先ほどもちょっと御説明いたしました。昨年より８，１６１万円余の大幅増となっております。これにつき

ましては、税源移譲等によりまして算定方法が変わったものでございまして、平成１８年度までは、県民税の振込額の
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７パーセントと納税通知票かける６０円を足した額を支所から交付していたものでありますが、平成１９年度からは納

税義務者１人あたり４，０００円を交付したものでございます。それによって塩尻市の委託分がふえているということ

でございます。 

 次のページ、５２、５３ページをお願いしたいと思います。中段のところ、ちょっと下になります。社会教育費委託

金の小段遺跡発掘調査事業委託金１５０万円でございますが、これは、平成１８年度に行いました県道上今井洗馬線拡

幅工事に伴う小段遺跡の発掘調査につきまして、平成１９年度で、その整備や調査報告書３００部の作成等を実施した

ものに対する補助金でございます。この遺跡からは、縄文中期、後期、遺跡住居祉１７や土偶等が出土しています。 

 同じページの下から４段目の行でございます。農業費委託金、頭首工台帳整備委託金２４０万円でございます。これ

につきましては自然環境のためで、長野県土地改良事業団体連合会にお願いして、市内の頭首工を調査し、台帳を作成

したものでございます。平成１９年度は６０箇所、１箇所４万円でございますので、かける６０箇所ということで２４

０万円入ってきたわけでございます。平成２０年度につきましては７０箇所、平成２１年度につきましては９０箇所を

予定しているものでございます。 

 続きまして、５４、５５ページをお願いしたいと思います。一番上の段でございますが、財産貸付収入のうち土地建

物貸付収入につきましては、決算説明資料の２６ページに明細がございますので、御覧いただきたいと思いますが、対

前年比では、件数で３件、金額で３１２万円余減ということになっております。 

 同じ決算書の下から５段目になります。５段目の段にあります市有地売払収入につきましては、１７件の分でござい

まして、これにつきましては、決算説明資料の２７ページに明細を記載してございます。金額では、前年度対比５．２

倍、３，１３２万円余ふえております。主なものにつきましては、大門一番町の旧商業振興会館の土地建物売払収入が

３，５４４万円でございます。それが主なものでございます。 

 決算書に戻っていただきまして、同じページの下から２段目のところでございます。財産売払収入のうち物品売払収

入につきましては、楢川、これは、先ほどお話しましたバスを買ったということで、振興バスとして使用していました

中古品の車を競売にかけたものでございます。この車は平成１０年車の、距離が２０万８，０００キロメートル、２，

９８０ＣＣの車、トヨタのコミューターでございますが、これを売ったものの収入で、５０万９，２５０円ということ

でございます。 

 次のページをお願いいたします。５６、５７ページ、一般寄付金でございます。寄付金につきましては、物品、現金

等をあわせて２１件ございました。一般寄付金の上から４つ目のポツになりますが、土木費寄付金の３，０００万円に

つきましては、吉田原土地区画整理組合から長者原踏切改良にと市に寄付があったものでございます。 

 ５６ページの一番下から５８、５９ページの基金繰入金につきましては、決算説明資料の２８ページに記載してござ

います。財政調整基金で３億５４２万円の繰り入れ、繰入額につきましては、対前年度比１億７９３万円の減で済んだ

ということでございます。 

 決算書に戻っていただきまして、次の５８、５９ページでございます。下から２行目の段でございます。財産区繰入

金につきましては６万５，２５９円でございますが、平成１９年８月５日に執行されました宗賀財産区議会議員一般選

挙、定員７人、北小野財産区議会議員一般選挙、定員１０人に伴う財産区からの繰入金でございます。２つとも無投票

でございました。 

 少しページを飛ばさせていただきます。６４、６５ページをお願いいたします。一番下の欄になります。総務費雑入
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の上から４番目になります。交通事故等賠償補填金でございますが、これは８件分で５０万９，０５０円ということで

ございます。損害保険会社及び全国市町村物件災害共済会からの入金となったものです。 

 このページの一番下の退職手当他会計負担金４，１１３万５，４３９円につきましては、企業会計及び社会福祉協議

会からの入金でございます。 

 次のページをお願いいたします。６６、６７ページに行きます。一番上の総務費雑入のうち、２行目になります。松

本広域連合交付金２，４１４万円余でございます。これは、松本広域連合事務局へ派遣している３人の職員の人件費で

ございます。 

その下、一般コミュニティ事業助成金２５０万円でございます。これは、北小野宮前区に対して、和太鼓の購入に対

する補助金でございます。これは、和太鼓を通しまして、青少年の健全育成、地域のコミュニティを図るということで

買ったものでございます。宮太鼓、田楽太鼓等を購入したものでございまして、長野県市町村振興協会より入金になっ

たものでございます。 

 そこから４つほど下りまして市有物件共済金でございます。これにつきましては、全国市有物件災害共済会から入金

になったものでございまして、自動車の共済返戻金、建物総合損害共済返戻金、自動車物件の事故等に伴う市有物件の

共済金等でございます。 

 それから４つほど下っていただきます。塩尻市光通信網接続負担金でございます。１５７万８，２４０円でございま

すが、辰野町、箕輪町、木曽広域連合から入金になったものでございます。 

 それからだいぶ下りまして、下から４つ目のポツでございます。市町村振興宝くじ基金交付金１，６５６万円余でご

ざいます。これにつきましては、財団法人長野県市町村振興協会から前年度サマージャンボ宝くじ収益金の１００分の

５０にあたる額、県内では約５億円になりますが、均等割２５パーセント、人口割７５パーセントで各市町村に交付さ

れたものでございます。 

 同じページになります。一番下の段になります。２節民生費雑入で３行目になります。共同作業所作業収入につきま

して１５９万８，４７６円でございますが、社協の楢川共同作業所とＮＰＯ法人マシュマロの宗賀共同作業所の分であ

りまして、楢川共同作業所が７８万７，７０９円、宗賀共同作業所が８１万７７１円でございます。 

 同じページの下からの３行目のポツになります。太陽エネルギーフィールドテスト事業補助金でございます。これは、

ふれあいセンター洗馬の太陽光発電に財団法人新エネルギー財団から入金になったものでございまして、補助率は２分

の１でございます。 

その下の障害者福祉施設等利用者負担金３８万４，０００円でございます。これは、楢川共同作業所訓練事業利用者の

他市町村の負担金でありまして、木曽町から入金になったものでございます。 

 次ページをお願いしたいと思います。６８、６９ページの真ん中よりちょっと下になりますが、労働費の雑入でござ

います。先ほどちょっと御説明いたしましたが、勤労者福祉サービスセンター運営費負担金でございまして、３１４万

４，０００円でございまして、波田町、山形村、朝日村からの負担金として入金したものでございます。 

 同じページ、その下の５節になります。農林水産業費雑入でございます。その農林水産業費雑入の上から４行目のポ

ツになります。維持管理適正化事業交付金９３６万円でございますが、これにつきましては、長野県土地改良事業の団

体の方からの入金でございまして、諏訪洞揚水機場と東山第２送水機場の土地改良施設の維持管理を行うものでござい

ます。 
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次のページをお願いしたいと思います。７０、７１ページでございます。消防費雑入でございますが、その３つ目の

ポツ、高速自動車道救急業務支弁金につきましては、１，０３８万３，７９５円につきましては、中日本高速道路株式

会社より入金したものでございます。救急隊を維持する費用として、松本広域連合に支払ったことに対するものでござ

います。塩尻市の担当するところは、上りが塩尻北インターから岡谷インター、下りは、塩尻インターから松本インタ

ーということでございまして、この１，０３８万円の出し方につきましては、救急隊１隊の維持する費用に、出動回数

の割合とかインター係数等をかけたものが、この数字になったものでございます。 

 同じページの教育費雑入の７行目になります。短歌大学講座受講料６１万５００円につきましては、短歌フォーラム

の選者でもあります岡野弘彦氏、馬場あき子氏等の講座、５回分の延べ５３７人分の受講料でございまして、１コース

１，５００円ということでございます。 

７０、７１ページ、下段からの２１款市債につきましては、決算説明資料２９、３０ページに借入状況等を記載して

ございますので、よろしくお願いしたいと思います。以上でございます。 

○委員長 １０分間休憩します。 

午後１時５４分 休憩 

――――――――――― 

午後２時０５分 再開 

○委員長 休憩を解いて再開をいたします。何か質問はございますか。できるだけ関連はまとめて質問をして。 

○古畑秀夫委員 ５３ページの備考の一番下のところ、頭首工のだと６０箇所で、また、来年、再来年というような計

画があるっていうことで、これは、県からの委託でやって、全市こういうふうにやっていくということなのかどうか、

ちょっと細かいところの説明をお願いします。 

○会計課長 県からの委託、県の補助事業でございまして、自然保護、自然保全というようなことでやっていることで

ございまして、先ほど申しましたが、平成１９年度６０箇所、平成２０年７０箇所、平成２１年９０箇所ということで、

一応、災害等で、もし頭首工の改良工事を行うとしたらいくらかかるかということで、４０万円以上かかるのではない

かなという箇所だけ調査をする。受益者が２件以上、１件だと自分のものということになってしまうので、受益者が２

件以上のものをやるということで、区長さんや水利組合から情報を得てやるということでございます。 

○古畑秀夫委員 そうすると、そういう協力をしていただいた人たちもいくらか、市から手数料というか、そのような

ものはやっているということですか。 

○会計課長 一応、この２４０万円につきましては、長土連、長野県土地改良事業団体連合会の方へ支払うということ

でございますので、この２４０万円から出ているわけでございますが、ちょっと、はっきりと。 

○古畑秀夫委員 県の方からのやつはわからないということですか。 

○会計課長 いえ、市の方から、例えば、区長さんなり、設計会社なり、お礼というものは支払っていないということ

でございます。 

○古畑秀夫委員 県の方からは出ているとかということは。 

○会計課長 出ていない。 

○古畑秀夫委員 なし、ゼロですか。 

○会計課長 ええ。 
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○中原輝明委員 関連で、先ほど４万円と言いましたね、１件。その単価というのは適当であるか、適当でないか。長

土連というのは、第２団体ですね、県の天下りの連中が行くところですね。しかし、適正であるか、ないかというのは、

よく、いつも言っては、ただ、言うなりにならないで、これもおかしいと思うのです。小曽部のも見たけれど、ただ、

来て歩いただけだよ。それで４万円か。やはり、笑い事でない、人の金だからいいわでなくて、頼みます、その辺を。 

○会計課長 台帳をきちんと作りますので、写真を撮って、台帳を作って４万円でございます。 

○中原輝明委員 その台帳をちょっと見せてください、私に。できていますか。 

○会計課長 できています。手元にはございません。農林課の予算です。 

○中原輝明委員 きちんと見せた方がいいです。どんな台帳ができているか知らないが。あんなもの適当なものだと思

いますよ。 

○委員長 ほかに。 

○永田公由委員 地方交付税のいわゆる算定というか、国から来るのは、これを見ると一般会計のいわゆる基準財政需

要額と支出というか、基準財政収入額との差で来ていますよね。一般会計でいいわけですよね、基準財政需要額。こう

いう決算状況などをもらったとき、これは、普通会計でやっているのですよね。いわゆる塩尻市の現況を見る場合には、

どちらを見て判断するのですか。例えば、普通会計の方が正確にその数字が出ているのか、それとも一般会計の方が数

字が出ているのか、どちらですか。 

○財政課長 交付税の算定につきましては、一般的に、標準的な基準のレベルとか想定しながら、標準的にかかる経費

を基準財政需要額として積算し、その収入となる分を基準財政収入額を積算して、その差額が根底となるわけですけれ

ども、これは、従って、言ってみれば、一般会計を対象としたものになります。たまたま普通会計については、これは

一般会計に含めてあってもいいと思われる会計、住宅新築とか、奨学資金の関係ですけれども、ただ、これは、お金の

出し入れがありますので、特別にと言いますか、特に分けて会計にしてあるものだものですから、言ってみれば、むし

ろ奨学資金とかそういったものは、すでにもう一般会計に含まれているという考え方でいいかと思います。 

○永田公由委員 起債の関係ですけれど、一応、いつも言われているのは、２０億円以内で合併特例債は別枠だという

考え方なのですよね。当然、合併特例債もある程度返していかないといけないのだけれど、合併特例債について、別枠

という考え方というのは、どういったことに基づいて別枠で考えているわけですか。 

○財政課長 この２０億円という枠は、少し前の時点からこういった形でやってきまして、それは、事業量等々を勘案

しながら、市の財政規模等を見ながら２０億円というような形にしておりました。平成１７年に合併いたしまして、合

併に係る経費ということで、いろいろ必要になってくるということの中で、国でも合併特例債を特別に交付税措置を厚

くしたりして設けたわけであります。従って、言ってみれば、従前の２０億円がそのまま継続、一方では、それはして

おりますし、新たに平成１７年度以降は、合併特例債で対応できるものはしていきたいということで、別枠にさせてい

ただいたということでありますけれど、いわゆる２０億円の中のものでありましても、合併特例債が充当可能なもので

あれば、一番有利な起債でありますので、それを置き換えてやっていくという運営は、していきたいと思っていますけ

れども、そういうことで、今までのもののところへ新しく合併によって、そういう起債の充当が可能になったものです

から、別枠として考えさせていただいたということであります。 

もう一つ枠外として考えておりますのは過疎債で、これも楢川村、地域的には、事業に充てられるというものがあり

ますので、そういう特別なものでありますので別枠として考えさせていただいているということであります。 
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○永田公由委員 合併をとおして、一応、５５億円という枠を合併特例債については、はめましたよね。現在、現時点

では、そこまで行っていないのだけれど、５５億円、もし発行した場合、いわゆる市の純然たる負担というのは、１０

年でいくら返さないといけないのですか。１０年で計算して。 

○財政課長 確かに５５億円ということについては、合併協議をさせていただいているときから、その見込みの事業の

中では、だいたい５５億円くらいになろうかということで、そういう話がありましたけれど、当時から市長も、もし、

一般的な事業債を合併特例債に振り替えられることがあれば、それを使っていくということで、従って、５５億円は、

マックスではないということは市長も申し上げていたと思いますけれども、そういう状況の中で、事業に対して、合併

特例債９５パーセントの充当率で、それに対して７割の交付税算入措置がございますので、５５億円を借り入れた場合

には、５５億円の３分の２は交付税算入されるということになります。従って３８億５，０００万円が交付税措置、単

独分は単費になりますので、１６億５，０００万円ということです。 

○永田公由委員 よく一般の市民の人たちが言うのは、市長は、何かというと体育館をやるにしても合併特例債がある

と、交流センターは合併特例債があるというようなことを言うのだけれど、それだって借金ではないかと、こういうこ

とをよく言うのです。それは確かに言われているとおりで、合併特例債とかをそんなに使って、いろいろやっていいの

かという声が結構あるのです。交流センター反対だとか、そういうことは別にしてね。しかもそこで、常に２０億円と

いうものが、言ってみれば、満額でほとんどこうせざるを得ないような状況ですよね、基金がああいう形になってきて

いて。そうした場合に、ある程度、合併特例債についても、枠と言えば変なのだけれど、抑え気味にいかないとこれか

ら将来負担というものが大きくなると思うのだけれど、財政課長はその辺どういうふうに見込んでますか、将来的に。 

○財政課長 一応、２０億円の方ですけれども、そういった枠は設けておりますけれど、これは、あくまで上限として

定めさせていただきまして、実際については、これをはるかに下回る額で、今、借り入れについては、やらしていただ

いておりますし、合併特例債につきましては、この平成１９年度までで言いますと１０億８，０００万円ほど借りてお

ります。このうち基金を創成していまして、それに対するものは８億５，０００万円ばかりありますので、この平成１

７年、平成１８年、平成１９年の中での建設に要した生の数字というのは７億３，０００万円程度であります。従って、

今回見直しました、この３月に見直しました財政フレームの中でも、平成２４年までの間でも、体育館とか交流センタ

ーも含めながら、５０億円という枠を設けておりますので、そうしますと、それを足しても６０億円ぐらいになってま

して、可能額とすれば１００億円ございますので、そこまでは、とても使う予定はないということでありますし、ただ、

先程来申し上げているように、非常に有利な起債でありますので、どうせ一般的なと言いますか、事業をやるときに普

通の起債を借りるのであれば、それに代わって合併特例債の対応が可能であれば、もちろん、充当していきたいという

ふうに考えていますし、ただ、期限が合併の１０年の平成２６年まででありますので、その中で有効に使っていきたい

というふうに考えております。 

○中原輝明委員 関連で、聞きたいが、合併特例債は、確かにいいです。いいけれども、それを５０億円使っても、６

０億円使っても、それはいいと思うが、これはあくまでも借金です。一般の社会資本の整備には影響はないわけですか。

私の言いたいのは、予算にしても、縮小しろ、縮小しろで、それによって、しわ寄せが来るということになれば、市民

にとっては、誠に遺憾千万です。その見通しというのはどうですか。だから私が言いたいのは、今までの当初予算をま

だ縮小してやらなければいけないという事態を受けるか、受けないか。それは、こういうことです。これからの地域が、

どんな市民からの要望でも、一般社会資本の整備について要望が出てくると思う。それに対して、あっちをやった、こ
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っちをやったで予算を抑えなければ、圧縮しなければだめだということはないか、あるか。あれば困ります。ないため

にも合併特例債を使って、そして、体育館も市民交流センターも造って、今までの社会資本は同じようにやっていくと

いう姿勢でないとまずくないですか。それをとても心配しているのです、みんなが。その辺は副市長ですね。 

○副市長 ちょっとむずかしいところがございますけれども、そのために事業選択があり、財政フレームと言いますか、

計画財政をやっていこうということだと思うのです。合併特例債があるからやるのではなくて、いろいろな必要な施設

整備とか事業があります。そういうのを実際やるかどうかというときに、財源をどうしようかということになると思い

ます。合併特例債というのは、６割５分くらいの法律補助なのです、要は。だから、できるだけそういうのを使った方

が、ほかの財源がほかの資本整備に回るということですので、できるだけ、そういうものを使えるものは使った方がい

いのではないかという考えです。ただ限度額がもちろんあります。だからその範囲内で、使えるものは使った方がいい

のではないか。ただ、先ほど言ったように、それにしても借金ですから、その辺は、何年度でどのくらいの償還が生じ

るから、これくらいなお金は確保して、これくらいな建設投資は必要だというようなことをやるわけです。そのために

財政計画というのがあって、財政フレームというものを作って、そこで、３年間の実施計画があったり、毎年の予算編

成をしてくるという、そういう段取りでやっているわけです。では、このままどんどんどんどん社会資本整備をやって

いっていいかどうかと言いますと、それは、今の時点で考える社会資本整備というのは、一応、財政フレームだとか、

実施計画に、今、載せてありますので、そのとおりやりたいのですけれど、これは、なぜ、毎年毎年見直していくかと

いうと、国の補助制度も変わってきますし、それから景気動向によっても非常に左右されるところがありますので、そ

ういうのを見ながら、実際にゴーサインを出すのは、毎年度毎年度の予算編成のときに、この事業はやっていこう、こ

ういうものもやっていこうということで振り分けしてやっていると思うのです。だから、このまま、ほかの事業にしわ

寄せが来てしまうので、やっていってもいいよなというようなことは、今、ここでは、いいですよとも言えないですし、

その年、その時によって、考えていかないといけないのだろうなと。ただ、一つの大きい事業をやると、当然、それは

ほかの事業に絶対影響はないかというとあるわけですよね、必ずそっちにお金は回ってきますから。でも、なるべくそ

れを少なくするためにどうしたらいいかというのを、それは、例えば、まちづくり交付金とかそういう有利な助成制度

を使ったり、合併特例債というようなものを使った財源選択をして、なるべくしわ寄せをほかのところへ及ばさないよ

うに運営していくというところを、今、やっている、そういうことで答弁になっているかどうかわかりませんけれど、

御理解をいただきたいと思います。 

○中原輝明委員 それで御理解しろって言っても、御理解できないものだが。ただ、私が心配するのは、今、副市長の

言われるように目的を達成するためには、やはりしわ寄せは来ると思う。これは、当然なことだと思う。ただ、しわ寄

せをいかに縮小して、今、言ったとおり、いわゆる社会資本の充実に専念しなければいけないということが基本だと思

うけれど。それは、やはり、今、一般の皆さんが心配しているのは、交流センターもしかり、体育館もそうだけれども、

２０億円とか５０億円というものを簡単に使っても、社会資本の整備が、同時に、私も同じようにとは、これは来るこ

とは承知です。わかっているけれども、それも最低限にしてやっていくという、これは、説明責任だと思うが、副市長

の言われるように。それらがはっきりしていないものだから、なかなか不安を感じているのが今の現状だと思います。

その辺を職員も、我々も一体となって、みんなで努力していかないといけないと思うが、社会資本の必要性というもの

も、十分勘案して進めていってほしいというのが私の願いです。 

○副市長 わかりました。ありがとうございます。確かにそういうことだと思うのです。だから、財政運営の中でどう
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やっていくかとういうところで、ただ、できれば何もやらない方が、もしかしたらいいかもしれないですけれども、と

いうことは、地域の産業に及ぼす影響とか、いろいろ波及する問題もあります。そういうようなことを全体のバランス

を考えながらどのくらいの投資が必要かとか、そういうことを財政計画で作りまして、うちの今の力だとこれくらいの

投資は大丈夫だなということで、一応、交流センターとか、大きい事業としては体育館とか、そういうのを、この体育

館も２５億円から３０億円くらいのところならいけるのでないかという判断をさせてもらって、財政計画には載せてあ

ります。ただ、それを今度、また議会と相談しながら、何年度にゴーサインを出すかというのは、これから、また、相

談していきたい、そういうことでありますので、例えば、一つの事業というのは、そういうぐあいにやらさせてもらっ

ていますので、議会からも御心配いただく面があると思いますけれども、これは、健全財政の堅持というのは、ずっと

市長が言っておりますし、市民の皆さんにそういう迷惑をかけないというのは大前提だと思いますので、そのようなこ

とを心掛けてやっているつもりですので、そのために事業選択とか、そういうことをやらさせてもらっています。また、

いろいろそういう面で御提言いただければと思います。 

○塩原政治委員 要するに２０億円という上限があるわけですよね。そうすると２０億円の範囲に合併特例債を含めて

２０億円でやっているのか、あるいは、合併特例債、先ほど９割の７割と言いましたね。そうすると６３パーセント、

そうすると３７パーセントが普通の起債になるわけですよね。そういう形で、それを含めて２０億円でやっていくのか、

あるいはまた、全然、２０億円は別で、有利な特例債ということで上乗せしているのか。基本的には、真ん中だと思い

ますけれど。どのような感じですか。 

○副市長 予算編成の段階では、合併特例債とか過疎債ですね、その関係については、一応、別ということでやらさせ

てもらっていますけれど、先ほど財政課長が言ったように、一般の方だけでも２０億円はいっていない、そういうとこ

ろでございます。一応、２０億円の枠を設けたということは、一般のところで２０億円くらいが、うちとしては２０億

円くらいに抑えようねというところでやらさせてもらっていますので、それプラス、合併特例債とか過疎債というのは、

結構、交付税のバックがあるので、一応、その上乗せの範囲でやらさせてもらっているのが、今の予算です。 

○塩原政治委員 ただ、２０億円というあれがあって、使ってないからいいということでなくて、合併特例債は使って

もいいという考えでなくて、例えば、先ほども言ったように、３７パーセントが一般の形になるわけですよね。その３

７パーセント分を含めても２０億円を超えないという、普通はスタイルでいかないと、やはり、あるとき突出して４０

億円くらいの起債が出るという感じになるのではないですか。 

○副市長 説明が下手で申し訳ございません。財政計画を作って、２０億円くらいは投資できるねという一つの線です、

我が市の。ですから、その範囲でやっていこうと。ただ、先ほど言いましたように、財源選択としてなるべく有利な方

を、それでも使った方がいいねというのをやりますので、一つの全体の計画を作るときに、これだけのところで抑えま

しょうという、一つの概念をそこでとっているだけの話ですので、よくわかりますけれども、最終的には、やはり、入

るのと出るのと、だいたいこのくらいかなというやつを予想しながら予算を組んでいきますので、なるべく出ないよう

にやっていかないと破綻してしまうと思いますので、気をつけています。 

○金田興一委員 ちょっと教えてほしいのですが、政府が合併特例債、塩尻市は１１０億円ですか。ただ、使えないよ

うな枠をくれるわけはないと思うので、合併特例債にしろ、過疎債にしろ、塩尻市には、あてはめられた枠、算出の根

拠と言いますか、どういうことでそういう金額が出てきているのか、今言った、例えば、１００億円あっても３０億円

しか使えないというのでは、１００億円はいらないわけです。極端に言えば、１００億円使って、まちをきれいにしろ
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よ、よくしろよと言って枠をくれたと思うのです。だから、どういう根拠で枠があるのか、私もわからないもので。 

○財政課長 合併特例債の枠につきましては、その合併した自治体の規模、組み合わせによって基準がありまして、ち

ょっと細かい積算は、私の頭の中では説明できないのですけれど、塩尻市と楢川村の場合には、人口とかいうものを加

味しまして、基準が合併の組み合わせの、私どもの場合は２つですから、市と村ですから、その基準の額がありまして

１８０億円になっていますけれど、それに人口の補正率等がありまして、うまく説明できないのですが、そういう加味

した計算式があります。ですから人口規模によっても変わってきます。また、組み合わせの市町村の数によっても決ま

ってくるわけです。そうしたものがありまして、私どもでは、約１０４億円までは可能ですよというものが算出をされ

ているということでありますので。先ほどの２０億円については、本会議でも御質問があったとおり、そこまで使わな

いで下げてもいいのではないか、合併特例債とか過疎債が別枠にあるので、いいのではないかという御意見もありまし

たけれど、これは、先ほど申し上げたとおり、今までの経過もありまして、２０億円というふうに上限として定めさせ

ていただいているわけでありますので、実際の借入額を決めるときには予算編成から始まって、合併特例債とか過疎債

をあわせたものが、当然、それは足し算すれば出ますから、予算規模の中にあってどのくらいの割合になるか、従って、

今年度については、どういった負担になってくるとか、当然計算をさせていただいていますし、基本的には、借入額が、

一方では、公債費として歳出の方では返済をしていますので、それとのバランスを見ながら、それを上回ることのない

ようにというような基本的には考え方の中で、時には、それは逆転する場合もあるかもしれませんけれども、長期的に

見れば、返す額を上回る借り入れはしていかないという、そういった方面からも見ながら、いろいろな部分から検討し

ながら借入額を決めていくということになります。従って、財政フレームの中でも５年間のスパンを決めていますけれ

ども、その中身は単年度の積み上げでありますけれども、５年間の中でやったときには、どういう状況にいけるという

ことを、計算の試算をしまして作らさせていただいてありますのでよろしくお願いします。 

○金田興一委員 ちょっと素人で、私もわからないのですが、要は、国は第２の夕張を作るために枠をくれたわけでは

ないですよね。極端なことを言えば、この枠を全部使っても第２の夕張にはなりませんよという枠だと思うのです。そ

のために基準額を決めたり、人口補正率を出したり、組み合わせを見たりしていると思うのです。だから、今、使う使

わないは別にして、どういう基準で枠が塩尻市に１０４億円与えられているのか。それと、一般的に政府とすれば、与

えられた枠に対してどのくらい使うということを予想しているのか。当然、ほかの市債の関係もありますけれども、あ

るいは、あわせてなのか、別枠で考えているのか、これは、政府の考えだけれども。 

○副市長 今、財政課長が説明しましたけれども、合併特例債というのがなんでできたかと言いますと、国がこれから、

地方分権やなんかやっていくときには、一定程度の規模がないと市町村として運営ができないだろうというのがあって、

合併の年数を決めて、いつからいつまでの間に合併をしたら、こういう特例措置がありますよという、そういう策を、

いろいろあめ玉を出したわけです。その一つが合併特例債で普通の事業を、合併すると村の方には、いろいろなものが

整っているけれど、こっちには整ってないから、それをあわせるためにいろいろ事業をやらないといけないのだけれど

も、そうすることによってどんどん借金をしていったのではうまくいかないから、その借金をする代わりに、こっちの

特例債で借金をすれば国の方でしっかりみてやるよと、お金を交付税で措置してやりますよと、そういう制度を作った

のです。だから、それを夕張とかそういうことでなくて、それをやるために顔見々ではいけませんので、例えば、合併

する市町村とか、人口が何万人の市町村ができたらいくらというような、そういう係数を出しまして、それにあてはめ

ていくと塩尻市の場合は１０４億円くらいの枠になりますよと、そういうことなのです。それを国は全部使ってもいい
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よとか、そういうことは言っていないのです。１０４億円の範囲で、一定のそういう条件にあうような事業だったら、

それを使ってやってくださいという、そういう措置を、あめ玉です。 

○金田興一委員 それは、よくわかるのです。確かに、それぞれの市町村の財政規模なり、財政状況があるので、特例

債をどのくらい使うかというのは、それぞれ健全財政を持っていくためには、決めなければならないけれど、せっかく、

こういういいものがあるのに、安全ばかり考えて有利なものを使わないというのは、私は、もうちょっと宝の持ち腐れ

になるのではないかと、ぎりぎり、安心していられるのが、今の５５億が、本当に、この将来安心していけれる限度な

のか、あるいは、２０億円を含めても。本当に安心していけるのは、一体いくらなのかということを聞きたかったので

す。 

○副市長 ５５億円というのは、合併したときに、議員さん方が、１００億円とかあるから何でも使っては、あとにな

ってお金を返すときに、そうは言っても困ると。だから半分くらいを目安にして、新市の建設計画というものを作った

わけですけれども、その中で５５億円くらいなら行けるのではないかということで、５５億円という一つのうちの予定

枠を作らせてもらいました。でも、今、委員さんの御指摘のとおり有利な起債ですので、できるだけ普通のお金を借り

るよりも、そっちのお金を借りた方がいいですから、そういう財政運営をやっていきたいということです。もちろん、

必要以上の事業はやってはいけませんから、その辺は事業選択でやっていこうということで、毎年計画を立てさせても

らっています。 

○金田興一委員 例えば、塩尻市の場合、起債制限比率はぎりぎりどこまでを、一つの、今の財政担当とすれば考えて

いるのか。 

○財政課長 起債制限比率とか、公債比率とか、今は、実質公債比率というのが基準になっていますけれども、これは、

１８パーセントで起債の制約が、借り入れの制約が決まっているわけですけれども、もちろん、これを超えるような財

政運営というのは、もともとからあってはならないことですので、そうした意味では、そういうやたら使いまくるとい

うことは全く考えておりません。ですけれども、それには、やはり、先ほど申し上げましたが、計画財政が必要になっ

てきますので、今回も向う５年間を見通させていただきまして予測される事業を想定し、使う起債はどのくらいになる

のかという計算しながら、あと、基金の残高とか、そういうものをシミュレーションしながら、そういうふうに１８パ

ーセントなりの基準値を超えないような基準での財政計画を作ってあります。従って、そうならないようにしていくの

が、私は財政運営だと思っていますので、そういう形でやっていきたいと思いますし、ただ、５年の枠というものを作

りましても、これは鋼鉄製の固いフレームではないと思っています。従って、毎年の図面にありますけれども、そのと

おりにきっちりやっていかなければいけないというものではなくて、やはり施策の裏付けになるものが財政面というこ

とになりますから、そういう意味で行政運営というのが生き物であれば、当然そこには、ある程度の柔軟性が財政運営

としてなければいけませんので、例えば、５年計画の２年次にぽんと必要なことが出た場合には、次の３、４、５年次

は少し抑えるとか、そういう５年の一定の長い期間の中での、そういう柔軟性もある程度は必要になってくるのではな

いかと。従って、そういうカタカタの鋼鉄製のものではありませんし、枠としては、今の新素材のような柔軟性のある、

そういう枠だというふうに思っていますので、ただ健全性は損なわないようなことを常に意識しながら、数値としても

出ていますので、それぞれのシートが、それを意識しながらやっていくことが大事だと思います。 

○永田公由委員 国庫補助の関係で、４１ページの市町村合併推進体制整備費補助金というのがいくつかありますが、

これは平成１９年度で終りということですか。平成２０年度は。 
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○財政課長 合併補助金については、私ども経過措置団体と言いまして、平成１７年４月１日に合併しているものです

から、平成１７年の３月３１日までなら間違いなく３年間ぱっと補助金はついたのですが、それは、先ほどと同じで村

との組み合わせでは２億円７，０００万円です、補助金の総額としては。それが４月１日に合併して経過団体というこ

とであったので、その取り扱いについては、いろいろ国の方でも検討していただきましたが、結果、向う１０年のうち

に、その２億７，０００万円は交付されるよということになりまして、ただ、それが、多く、平成１８年度末にいただ

きました、今、２億３，４００万円は、すでにいただいております。残りは、一応、平成２０年度予算で、残り３，６

００万円になりますけれども、図書の購入等の予定で予算は組まさせていただいております。 

○永田公由委員 それで終りということですか。 

○財政課長 それで満額になります。 

○永田公由委員 ５１ページの県民税取扱委託金の関係で、これは、いわゆる基準になるのは、県民税の塩尻市の、い

わゆる調定額なのか、収入済額なのか、よってこの委託金が支払われるのか、どちらですか。 

○会計課長 収入済額です。 

○永田公由委員 その県民税の滞納整理というのは、どこがやっているわけですか。 

○収納課長 県民税は市民税とあわせまして市県民税ということで、私どもが集めまして、平成１９年度は２１億４，

０００万円ほど県の方へ出しております。 

○永田公由委員 滞納整理も市がやっているのですね。 

○収納課長 そのとおりです。 

○委員長 ほかに。 

○古畑秀夫委員 ６５ページの雇用保険本人掛金というのは、普通は、雇用保険を職員は掛けていないと思うのだけれ

ど。その下の職員健康診断というのは、これは個人負担があるのかどうか。それと一番下の退職手当他会計負担金とい

うのは、出向だか派遣している人たちのということですか。 

○会計課長 一番下の退職手当他会計負担金につきましては、平成１９年度に退職された方ということで、企業会計、

上水道・下水道課、社会福祉協議会から入金です。雇用保険と健康については、ちょっと調べさせていただきます。 

○古畑秀夫委員 雇用保険は、普通ないですよね、公務員の場合は。嘱託ということですね。 

健康保険は負担金はないでしょう、普通、ありますか、職員は。嘱託の人はもらっているということ。 

○会計課長 調べさせていただきます。 

○中原輝明委員 ちょっと副市長に聞きたいが、職員関係で退職って出たので聞きたいが、役職定年をやって、副市長

から見て効果はどうですか。それとあわせて、いよいよ大勢の人が役職定年するのだけれども、前任者、後任者の、今

使われている前任者の年数というのは何年が限度ですか。退職して嘱託になった、なること自体がおかしいと思ってい

るけれど。今の世知辛い世の中、いっぱいいろいろ出ています。その点ともう一つは、来年退職して、再就職を嘱託で

した場合に限度年数は何年くらいが限度でやっているのですか。なぜ、聞くかというと、それに関して御意見が出てい

るのが、いろいろあるわけです。私が生活に困るからとか、明日から行けないとか、そういう問題ではなくて、年数が

３年と決まっていれば、部長クラスの皆さんは、自動的に黙っても辞めていかなければいけない、いつまでもいては。

あとまた来るのだから定年退職して。この辺は、副市長がしっかりしていないければ、副市長の権限ですね、これは。 

○副市長 役職定年の関係ですけれども、効果はいかにということですけれども、昨年からやらさせてもらいまして、
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効果はどうかということですけれども、今、工事担当とブランド推進室に張り付けて頑張ってもらっていまして、工事

検査の関係では、しっかりやっていただいておりますし、ブランドの方も頑張ってやっていただいているので、今のと

ころいいのかなと思っています。ただ、その当初の目的は、１０月から実施計画とか、予算編成がはじまるので、新た

な事業について、新たなところで担当した方がいいだろうという、そういう見方でやっていますので、それなりにいい

のかなと思いますけれども、全部が全部いいだろうではなくて、やはり、今まで部長だったものが、今度は普通の専門

官になりますので、その辺のギャップはどうしてもあるなというのが実感です。ただ、それを天秤にかけたときに、ど

うかというところは、ちょっとまだわかりませんので、もう少しやらさせていただきたいと思っています。 

それからＯＢが嘱託にいくというのは、前々からいろいろ御意見をいただいていますけれども、今は、横滑りで行っ

ているように見えますけれども、一応、嘱託の方は、団体の方で募集をしていただきまして、それにうちのＯＢも応募

してもらって採用しているという、そういうのがほとんどです。その職場によって、例えば、行った先によって、一応、

また３年くらいで後進に譲ってくださいという話はしていますけれども、そこの時に、たまたま、役員が交代してしま

うので、もう１年置かしておいてもらいたいというような、その団体によってもいろいろありますので一概に言えない

ですが、一応、３年くらいで後進に譲っていただきたいという話で言っています。昔は、即、団体の方から要請があっ

て、うちの方で派遣という格好をとらさせてもらいましたけれども、今は団体の方で嘱託員募集ということでやらさせ

てもらって、そこにうちのＯＢが応募してもらって、試験を受けて採用させてもらっているということをやっています。

ただ、今、年金の関係が６５歳になっていますし、団塊の世代というのが、非常に退職者が多くなっています。その辺

で、まだやっていませんけれども、再任用みたいなことを少し考えていかないと事務が一気に２０人くらいぽっといな

くなってしまうものですから、その辺ところをどうしたらいいのか、今、研究課題でありますので、一応、再任用の規

定が整備されていますので、そのようなこともうまく活用できればやっていった方がいいのかなというのが、これは、

まだ私だけの意見ですけれども、そのようなことを悩んでいるところです。 

○中原輝明委員 今の話でよくわかったけれども、やはり、最初から言っているけれど説明がうまい。納得せざるをえ

ない。何だか、胸に落ちないことがいっぱいあるけれども、それ以上言ってもそこはいけないが。ただ、私は、部長ク

ラスになった人間が、例えば、どこのところの部署へ行こうとも、嘱託であろうとも、自から身を引くという姿勢を植

え付けてやらなければ、私はまずいと思う。いつまでも、自分が部長クラスで散々何かして、そして、自分は、あとは

休んでもらえばいい。地域に行って、市民のためになってもらえばいい、３年くらいやってもらったら。それを限度と

して、きちんと。いいです、この議会で出たって、私の名前を言ってくれてもいいが、そういう話があったと部長クラ

スに言っといてください。言わなければわからない。後がつかえる。今の職員もこれから団塊で辞めたとき、心配する

のは部長クラスだけではない、それぞれの退職した職員が、それぞれの場所で幸せに３年くらい働いて、あとは、余生

を楽しんでもらうとか、地域へ行って地域の仕事をしてもらうとか、そういう方向というのは、理事者側からはっきり

提示してもいいと思う、提示してよ。答はいらない、決まっているから。 

○古畑秀夫委員 関連で、今の民間会社など、先ほどの年金との係わりのなかで、再雇用制度というので、これは厚生

労働省なども、そういう方向で再雇用というのが、ほとんどのところが年金とのつなぎの部分でなっているけれど、そ

れは、公務員には適用されていないということですか。その法的な部分というのは。 

○副市長 一応、規定上はできるようになっています。再任用することができるという規定がありますので、例えば、

定年退職６０歳になったときに、再任用で、今度、引き続き勤めていただくことはできるようにはなっていますけれど
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も、現実には、今、やっていませんので、一たん、辞めていただいて、嘱託で入ってもらうという格好をとっています

ので、あれなのですけれども、その年金との絡みとか、先ほど言いましたように団塊の世代が大勢一度に辞めてしまっ

てというようなこともありますので、少しその辺をやっていかなければいけないのかなというのを全体の協議でなくて、

個人的には、そのようなことを考えておりますので、また、具体的にどういうぐあいにやっていったら一番良いのか、

要は、事務が円滑に進むことと職員が意欲を持って仕事ができるようなことを考えなければいけないですから、その辺

との絡みの中で、どういう方法がいいのかというのを、今、検討中でありますので、今は、やっていません。 

○古畑秀夫委員 法的にはそういうことで。 

○副市長 条例や何かでは、整備はされております。 

○会計課長 先ほどは失礼いたしました。６５ページの下から４つ目のポツの職員健康診断個人負担金９２万１，００

０円余でございます。これは、職員の集団ヘルスクリーニングに対する負担金、職員が、正規も嘱託もやった場合は、

一律出しておりますので、その負担金の金額でございます。 

○委員長 ほかに。 

 それでは、議案第１号については、すべての説明、質疑が終わりましたので、一括して採決を行います。議案第１号、

平成１９年度塩尻市一般会計歳入歳出決算認定について、総務環境委員会に付託されました件につきまして、このとお

り認めることに御異議ございませんか。 

〔「異議なし」の声あり〕 

○委員長 異議なしと認め、原案のとおり可決するものといたします。 

 １０分休憩します。 

午後２時５６分 休憩 

――――――――――― 

午後３時０６分 再開 

○委員長 休憩を解いて再開いたします。 

―――――――――――――――――――――――――――――――――― 

議案第２号 平成１９年度塩尻市国民健康保険事業特別会計歳入歳出決算認定について 

○委員長 議案第２号、平成１９年度塩尻市国民健康保健事業特別会計歳入歳出決算認定についてを議題といたします。

説明を求めます。 

○市民課長 決算書３３５ページ、資料は７２ページから７５ページとなっております。決算書の３３５ページをお開

きください。概要について御説明させていただきます。加入被保険者数につきましては、各月末の平均で２万４，４３

２人、市の人口の３６．５パーセントが国保の加入となっております。前年対比４０１人、１．６パーセントの減とな

っております。加入世帯につきましては１万２，５５１世帯で、全世帯の５１．６パーセント、前年対比５８世帯で、

０．５パーセントの減となっております。この減につきましては、平成１８年度に引き続き、社会保険等への加入が増

加しているということで考えております。 

決算額でございますけれども、歳入合計６２億２，３６１万９，８９１円、前年対比８．９パーセント、５億８１３

万８，２３２円の増となっております。 

歳出合計につきましては、５８億４，２２０万６，４４６円であり、前年対比８．６パーセント、４億６，１８０万
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６，８２３円の増となっております。この結果、歳入歳出差し引きますと３億８，１４１万３，４４５円となりまして、

翌年度の繰り越しをさせていただいております。 

 それでは歳出から御説明させていただきます。３５４、３５５ページをお開きいただきます。制度改正事項だとか、

あるいは、平成１８年度対応の大幅な増減のあったものについて説明をさせていただきます。なお、金額については省

略をさせていただきますのでお願いをしたいと思います。 

 それでは、１款総務費の中で、１目一般管理費でございますけれども、国保事務諸経費の中で上から５番目郵便料で

ございますけれども、前年対比８３．４パーセントの増となっております。これにつきましては、国の制度改正に伴い

ます高齢者受給者証の再交付を行ったために増額になっておりまして、この費用については、全額国で負担をしていた

だくような形になっております。 

 下から２つ目システム改修委託料でございますけれども、これも制度改正に伴いまして、調整交付金算定システムの

改修が必要になったために、その改修委託をしたものでございまして、財源につきましては、国の特別調整交付金が１

０割交付されているというものでございます。 

 次に３５６ページ、３５７ページをお願いしたいと思います。３項運営協議会費の中の委員報酬でございますけれど

も、前年度対比７．６パーセントの増でございますが、これは、制度改正だとか、後期高齢者の支援率、あるいは、特

定健康診査等の実施計画についての審議をいただくために、昨年は２回でありましたけれども、３回開催させていただ

いたために、増額となっているものでございます。 

 次に３５８、３５９ページをお願いしたいと思います。一般療養給付費の関係でございますけれども、まず、一般被

保険者療養給付費の一般被保険者とはどのようなものかと言いますと、退職医療制度だとか、老人保健制度の加入者を

除く、被保険者の方々のことを言っております。療養給付費とは、入院だとか外来、歯科、調剤など、通常お医者さん

にかかる医療行為に対して支払う費用として療養給付費と言っております。これは、国保連へ委託して各医療機関へお

支払いをしているものでございますけれど、平成１８年度対比４．４パーセントの増になっておりますけれども、これ

は、平成１８年に３．１５パーセントの診療報酬の引き下げがあったのですけれども、今までの診療報酬の引き下げの

翌年については、引き上がるというジンクスがあるものですから、平成１９年度も同様かなということで自然増として

考えております。 

その下の白丸ですが、退職被保険者等療養給付費の退職被保険者という者は、どのような者かと言いますと６０歳か

ら７４歳で年金受給者とか年金受給資格者及び４０歳以上で１０年間年金被保険者となった方が対象になっておりま

す。前年度対比１６．４パーセントという大幅な増をしておりますけれども、これは、団塊世代の方々が、退職医療制

度の方に加入をしてきているということと一般療養費と同じような形で自然増があるために伸びてきているのではな

いかと思っております。 

 その下の丸ですけれども、一般被保険者療養費というのがありますが、療養費というものはどのようなものかと言い

ますと、柔道整復師の施術だとか、治療用具、コルセットとかサポーターですね。それとか保険証の未提出の方に、あ

とでお支払いをしたものでございます。前年対比１４．２パーセントと、これも大幅な増を示していますけれども、平

成１８年度の医療制度改正に伴いまして医薬品に対する制限が設けられたために柔道整復師等の方へ見ていただいて

いる方が増加してきているためではないかと思われます。 

 ２項の高額療養費の関係です。一番下の白丸ですけれども、一般被保険者高額療養費でございますが、これは、被保
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険者の一部負担が限度額を超えたときに、超えた分だけ保険給付をするものでございまして、前年度対比９．３パーセ

ントの増ということで、一般療養費と同じような形の考えの自然増がなされているのではないかと思われます。 

 次３６２、３６３ページをお願いしたいと思います。３款老人保健拠出金の中の一番上の白丸、医療費拠出金でござ

いますけれども、これは、老人保健受給者の国保加入者にかかわる医療費に応じた拠出金であります。平成１８年１０

月に制度改正がございまして、公費と被保険者負担が、それぞれ５０パーセントずつになったために、前年対比７．６

パーセントの減となってきているものでございます。 

 ５款の共同事業拠出金の関係で、一番下の白丸のところでありますけれども、高額医療費拠出金でございます。その

下の黒丸２つ目、保険財政共同安定化事業拠出金でございますけれども、これは、県内の市町村間の保険料の平常化だ

とか財政の安定化を図るために、各市町村国保からの拠出金を財源といたしまして、１件３０万円から８０万円未満の

医療費に係る給付費について交付金を交付する制度でありまして、平成１８年１０月に制度が新しくできたものですか

ら、前年対比の率で見ますと２倍に増加していっているものでございます。 

 次に３６４ページ、３６５ページをお願いしたいと思います。その中の中間くらいです。６款保健事業費の中の国保

ヘルスアップ事業諸経費でございますけれども、それにつきましては、平成１９年度に新たに取り組みを行った事業で

ありまして、市民基本健診の受診結果に基づきまして、生活習慣病と思われる５０人を対象に個別支援プログラムを作

成したり、あるいは、それに基づきまして食事指導だとか、保健指導を行う中で、評価だとか、検証を行って、今年度

からはじまります特定保健指導・健診指導等にいかしていくものでございます。 

 その下の人間ドック等補助事業でございますけれども、前年対比２７．２パーセント増加してきております。これに

つきましては、広報等をとおしてＰＲをさせていただきますけれども、自分の健康を自分で守るという意識が高まって

きているのではないかなということで考えております。 

 次に３６６、３６７ページをお願いしたいと思います。一番上の高額療養費貸付金、前年対比６８．１パーセントの

減でございますけれども、これは、平成１９年４月から限度額適用認定書等を提出すると入院の際に高額療養費が現物

支給されるために貸付金が減ってきているものでございます。 

 その下の出産資金貸付金も５３．３パーセントの減となっていますけれども、これも出産育児一時金受取制度ができ

てきたために貸付金が減ってきているものでございます。 

 次、３６８、３６９ページをお願いいたします。中程の２項繰出金でございますけれども、その中で、直営診療施設

勘定繰出金につきましては、楢川診療所に対する国庫特別調整交付金を国保特別会計で受けまして支出しているもので

ございますのでお願いしたいと思います。 

 以上で、歳出の説明を終わらせていただきまして、歳入、３４０ページ、３４１ページをお願いいたします。歳入で

ございますけれども、１款国民健康保険税でございます。調定額２５億２，９２３万４，３５２円に対しまして、収入

済額１９億２，８８２万６，３２６円であります。未収額が５億４，５５８万６，７２０円でありまして、不能欠損５，

４８２万１，３０６円を行わさせていただいております。現年度分の収納率につきましては、短期証の発行などにより

まして、滞納者との接触の機会をふやすことや、また、収納課で御努力をいただいた結果９２．８４パーセントという

ことで、前年度対比０．４９パーセントの増となってきております。滞納繰越金の収納率につきましては、１５．０３

パーセントと前年対比０．０１パーセントの増でありましたけれども、全体の収納率が７６．２６パーセントと前年対

比０．７７パーセントの減でございました。不能欠損につきましては、資料の７４ページに記載してございますので、
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また、あとで御覧いただきたいと思います。内訳等はそこに書いてございますので、説明は省略をさせていただきたい

と思います。 

 次に３４２ページ、３４３ページをお願いしたいと思います。３款国庫支出金の関係でございますけれども、１目療

養給付費等負担金の中で、上から２つ目の老人保健医療費拠出金負担金と介護納付金負担金でございますけれども、こ

こに概算分と清算分という形で書いてございます。概算分につきましては、平成１９年度分、清算分につきましては、

平成１７年度分という形になりまして、補助率が、平成１６年は１００分の４０、平成１７年が１００分の３６、平成

１８年が１００分の３４ということになって、改正されてきたために率が変わってきているものでございますのでお願

いをしたいと思います。 

 一番下のところで財政調整交付金の中ですが、普通調整交付金につきましては、全国レベルでの市町村間の財政力の

不均衡を調整するための交付金として受けているものでございますし、特別調整交付金につきましては、各保険者の特

別な事情がある場合について、それらを考慮して交付金を受けているものでございますので、お願いをしたいと思いま

す。 

 次、３４４、３４５ページになりますけれども、２目高齢者医療負担特別対策補助金の関係でございますが、これは、

先ほど歳出で郵送料の中で御説明いたしましたけれども、高齢者受給者証を再送付に伴う補助金でありまして、平成１

９年度分を新たにいただいたものでございます。 

 ５款の県支出金の関係で、一番下の普通調整交付金だとか、特別調整交付金については、国に準ずるような考えで交

付されていますので、お願いをしたいと思います。 

 次に３４６、３４７ページをお願いしたいと思います。６款共同事業交付金の中で、２節保険財政共同安定化事業交

付金でございますけれども、これにつきましては、歳出の高額医療費拠出金のところで御説明をいたしましたけれども、

保険財政共同安定化事業に対する交付金でありまして、平成１８年１０月から新設されたものであるために、これも約

２倍の増額となってきているものでありますので、お願いしたいと思います。 

 ７款繰入金でございますけれども、これは、一般会計で御説明させていただきますので省略させていただきます。 

８款以降、繰越金以下につきましては御覧いただきまして、歳入の主な説明を終わらせていただきますのでよろしく

御審議いただきたいと思います。 

○委員長 質疑を行います。何かございますか。 

○中原輝明委員 ３４１ページの一番上段の保険税の滞納、未収済額の関係で、何人あって、一番の滞納者はどのくら

いあるのですか、滞納額。それで、その処置はどういうぐあいにしているのですか。それと、不能欠損は、どういう関

係者をやったか。まだ、やる必要があるかないか。 

○収納課長 個人で一番大きいのというのは、今、出ませんが、平成１９年以前の滞納者は２，６２０名です。滞納総

額が５，４８２万１，３０６円です。 

○委員長 今のは資料の７３ページ。 

○中原輝明委員 これを見ればわかるからいいです。 

○委員長 最高額はどうかということについては、わかり次第。 

○収納課長 はい、わかりました。 

○委員長 ほかにありませんか。それでは、議案第２号、平成１９年度塩尻市国民健康保健事業特別会計歳入歳出決算
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認定について、認めることに御異議ございませんか。 

〔「異議なし」の声あり〕 

○委員長 全員一致をもって、認めることといたします。 

―――――――――――――――――――――――――――――――――― 

議案第４号平成１９年度塩尻市老人保健事業特別会計歳入歳出決算認定について 

○委員長 議案第４号、平成１９年度塩尻市老人保健事業特別会計歳入歳出決算認定についてを議題といたします。説

明を求めます。 

○市民課長 決算書３８３ページ、決算説明資料は、７８ページから８０ページとなりますので、御覧をいただきたい

と思います。まず、平成１９年度の老人保健事業の概要について御説明をさせていただきます。この事業につきまして

は、老人保健法の規定に基づきまして、各保険者が拠出する老人保健医療拠出金と公費負担により運営をしているもの

でございます。医療受給者につきましては、還付金などの平均で７，８４６人、前年度対比２９０人、３．６パーセン

トの減となっております。これは、平成１４年１０月の法改正によりまして、対象年齢が７０歳から７５歳に引き上げ

られたために、６５歳以上の一定の障害者で、市長の認定を受けた方以外は、新たな老人医療の受給者がなくなったた

めに減となっているものでございます。 

決算額でありますけれども、歳入合計５５億１，７８８万９，４８７円でありまして、前年対比０．３パーセント、

１，７７２万４，０６１円の増となってきております。 

歳出合計５５億３，６２３万６，２１０円であり、前年対比０．４パーセント、２，０３７万２，７５９円の減とな

ってきております。この結果、歳入歳出差引額が１，８３４万６，７２３円の歳入不足となっております。これは、国

庫負担金等の清算が翌年度に行われているために、審査支払手数料交付金が３４万７，３９１円の超過交付となってお

りますし、医療費交付金が１，０４９万９，４９０円、国庫負担金が８１９万４，６２４円の受け入れ不足が生じてき

ているものでございまして、受入不足分の１，８６９万４，１１４円の繰上げ充用を行ったものでございます。この老

人保険につきましては、後期高齢者医療制度に変わってきているものですから、平成２０年度からは説明がございませ

んけれども、会計については３年間継続していく形になっておりますのでよろしくお願いしたいと思います。 

それでは、歳出から御説明させていただきますので、決算書３９２、３９３ページをお開きください。歳出でござい

ますけれども、１款医療諸費でございます。１目の医療給付費をお願いしたいと思いますけれども、白丸のところ、医

療給付費につきましては、入院だとか外来、歯科、調剤にかかる費用でありまして、前年で、件数で３．３パーセント

の減、給付費で０．１５パーセントの減になっているものでありますけれども、これは先ほども御説明したとおり被保

険者の減になっているものでございますが、１件あたりの給付費を見ますと増額してきているというような状況であり

ます。 

 ２目の医療支給費の中で、次の白丸ですけれども、これは、柔道整復師の施術だとかコルセット等の補装具でありま

す。前年対比件数で７．５パーセントの減、支払額で４．７パーセントの減となっております。先ほどの医療給付費と

同じような形で支給費は伸びてきているのではないかなと思っております。 

 ４目の高額医療費の関係ですけれども、これは６．７パーセントの増となってきておりますが、国保の一般被保険者

と同様に自然増と思われる増加がされてきているのと、１件あたりの医療費が高額化されてきているために増となって

きているのではないかなと思われます。 
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次に３９４、３９５ページをお願いしたいと思います。３款前年度繰上充用金でございますけれども、繰上充用金の

御説明をさせていただきますが、会計年度の経過後に歳入が歳出に対して不足する場合につきましては、翌年の歳入を

繰り上げて、その年度の歳入に充てることができることがうたわれております。老健の特別会計につきましては、単年

度清算となっておりますので、交付金だとか負担金が超過の場合は償還金として返納するものでありますし、不足する

場合は、先ほど申しましたように、繰上充用金が生じてくるものでございます。この繰上充用金につきましては、翌年

度交付金等で清算される形になっておりますのでお願いしたいと思います。 

歳入の説明をお願いしたいと思いますが、３８８、３８９ページをお願いしたいと思います。歳入の１款支払基金交

付金の中の１目医療費交付金でございますけれども、これにつきましては、０．６パーセントの減となってきておりま

す。老健の主な収入につきましては、各保険者からの拠出金を基に社会保険診療報酬支払基金からの交付金と、国、県、

市町村の公費負担となっているものでございます。負担割合につきましては、平成１０年１０月から改正がされていま

して、当初、支払基金が７０パーセント、公費が３０パーセントだったのが、段階的に改正されて、平成１８年１０月

から支払基金が５０パーセント、公費が５０パーセントとなってきておりますので、先ほど申しましたように、交付金

につきましては、６．０パーセントの減額となってきているものでございます。 

 ２目の審査支払手数料交付金でございますけれども、これも、医療費交付金につきましては、支払金額の交付金であ

りまして、そこに記載してあるとおりでございますけれども、差引額が１，０４９万円余、マイナスとなっていますけ

れども、これは、先ほど申しましたように平成２０年度から繰上充用をさせていただくものでございまして、その金額

については、平成２０年度に受け入れるものでございます。 

それから審査支払手数料の交付金の差額３４万７，３９１円でございますが、これにつきましては、受入額が多いと

いうことで、償還金として平成２０年度にお返しするものでございます。その黒丸の２つ目、審査支払手数料交付金過

年度分につきましては、平成１８年度に生じました不足分の受け入れをしたものでございます。 

 ２款国庫支出金、１目国庫負担金の中でございますけれども、医療費負担金につきましては、７．２パーセントの増

となっております。これは、先ほど御説明しましたとおり、負担金の見直しにより国庫の方がふえてきているものでご

ざいますし、差引額８１９万４，６２４円につきましては、医療交付金と同様に平成２０年度に繰上充用をさせていた

だくものでございます。その下の医療費負担金過年度分７，５２４万３，５８５円につきましては、平成１８年度の繰

上充用分を受けているものでございます。 

 あと、３款県支出金以下につきましては御覧いただきまして、御説明を終わらせていただきますのでよろしくお願い

をしたいと思います。 

○委員長 何か質問はございますか。 

○副委員長 高額医療費の関係ですが、もとは最高が、表に載せてあったような記憶があったのですが、今回ないよう

ですが、最高はどれくらいの負担をしているとか、病名とか、そういうのが、もし、わかりましたら。 

○市民課長 係長から説明します。 

○国保年金係長 国保の高額医療を説明します。平成１９年度で、高額医療の該当のあった方で１カ月で医療費が９３

３万２，２９０円、この方は大動脈瘤にかかりまして、緊急手術をして２６日間入院しました、１日あたり３５万８，

９３０円。１カ月最高９３０万円という方がいらっしゃいます。以上です。 

○委員長 ほかにありますか。 
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○古畑秀夫委員 今の関連ですけれども、個人の負担分というのは、どの程度で、あと、高額医療でどのくらい出して

いただいているのか。 

○市民課長 所得と関係がありますので係長から。 

○国保年金係長 高額医療につきましては、７０歳以上と７０歳未満は、ランクが決まっていて違います。７０歳以上

につきまして、所得によりまして、一般につきましては、入院、外来で１カ月４万４，４００円。現役並、年収がだい

たい６００万円くらいの方ですよね、この方がだいたい８万円が限度ということになっています。低所得者につきまし

ては、住民税非課税世帯が１カ月１万５，０００円ということで、所得に応じまして１カ月の限度が決まっています。

以上です。 

○委員長 ほかに。 

 それでは、ないようですので、議案第４号、平成１９年度塩尻市老人保健事業特別会計歳入歳出決算認定について認

めることに御異議ございませんか。 

〔「異議なし」の声あり〕 

○委員長 全員一致を持ちまして、可決すべきものと決します。 

―――――――――――――――――――――――――――――――――― 

議案第９号 平成１９年度塩尻市国民健康保険楢川診療所事業特別会計歳入歳出決算認定について 

○委員長 議案第９号、平成１９年度塩尻市国民健康保険楢川診療所事業特別会計歳入歳出決算認定についてを議題と

いたします。説明を求めます。 

○健康づくり課長 決算書４７５ページ、決算説明資料９３ページからお願いいたします。では、４８０ページ、４８

１ページ、歳入から説明させていただきます。４８１ページ。歳入でございますけれども、患者数でございますけれど

も年間１万２，２７２人。平成１８年度が１万２，２８１人でございましたので、延べでいきますと９人少ないという

状況です。診療日につきましては、平成１９年度２４１日、平成１８年度２３５日で６日延びております。１日平均の

患者数にしますと平成１９年度が５０．９人、平成１８年度が５２．３人という状況で、ほぼ横ばい、ほぼ同じくらい

ということでございます。 

診療収入でございますけれども、全体的に９３万２，４２９円少ないという状況です。そのうち外来収入につきまし

ては７，２００万円余でございまして、９７．９パーセント、１５１万７，８５９円少ない。患者数は同じでございま

したが、診療収入は少なかったということです。 

 国保の診療収入、社保の診療収入、老人保健の診療収入が１から３の項目に載せてございます。それから、一部負担

金の収入ですけれども、中程にございますけれども、１，２３０万２８０円でございますけれども、これについては、

窓口での一部負担金でございます。 

その他の診療報酬につきましては１６０万円ほどありますけれども、自費で払っていただいた交通事故でありますと

か、労災、保険のきかないものの収入でございます。 

その他の診療収入でございますけれども、１４０万円ほど、一番下のところにありますけれども、健康診断でありま

すとか、ガン検診でありますとか、基本健診による収入でございます。 

 次のページ、４８２ページ、４８３ページをお願いします。使用料及び手数料でございます。そのうち、２の手数料

でございますけれども、手数料につきましては死体の検案手数料等でございます。その下の診断書作成料は、５４万８，
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０００円ほどということです。 

 繰入金でございますけれども、全体で２，１９０万５，２４４円お願いしてございます。去年より２万１，２６７円

多いということですけれども、一般会計からの繰入金につきましては、前年より１２８万６，０００円ほどふやさせて

いただいてございます。その理由としましては、下にございます国民健康保健事業特別会計繰入金、これが前年は１８

７万６，０００円ほどありましたが、今年は６１万１，０００円ということで、１２６万５，０００円少ないというこ

との中で、一般会計の繰入金をふやさせてもらいました。この理由につきましては、運営施設の整備交付金がございま

すが、対象となる備品だとかそういうものが少なくなってきたために減ったという理由でございます。 

繰越金については、御覧のとおりです。 

４８４ページ、４８５ページをお願いします。諸収入につきましては御覧のとおりです。 

歳入合計でございまして、９，７０１万３，６９９円、前年が１億９６２万６１６円で、前年より１，２６０万６，

９１７円少ないわけでございますが、前年は、備品を買いまして、過疎債をお願いした関係で１，１５０万円がありま

したが、これが減ったためでございます。 

次、４８６ページ、４８７ページをお願いします。歳出を説明させていただきます。一般管理費でございますけれど

も、これにつきましては診療所の一般事務管理にあたる経費、人件費等でございます。１，６９７万２，１２１円とい

うことでございます。 

 次に４８８ページ、４８９ページをお願いします。医業事業費でございますけれども、全部で５，８７６万７，５４

３円でございますが、その主なものにつきましては、人件費、それから３つ目の丸ですけれども、医業事業事務費でご

ざいます。臨時職員については、看護師であるとか、放射線技師です。 

次の消耗品でございますが、診療所で使います医薬用の消耗品でございます。ガーゼでありますとか、針であります

とか、包帯のようなものです。それが２７９万円。 

２つ飛びまして、医薬材料費でございますけれども、これも同じく診療所で使います薬、患者への点滴代だとか、湿

布代等が５４２万円余でございます。 

２つほど飛びまして、臨床検査委託料でございますが、これについては、血液検査などの費用２３０万円余でござい

ます。 

２つほど飛びまして、受付・保険請求業務委託料ですけれども、民間のニチイの方へ委託しています委託料でござい

ます。 

それから公債費でございますが、２，１００万円余でございます。 

 次のページ４９０ページ、４９１ページをお願いします。元金と利子の支払いでございまして、７件のものについて

返済をさせていただいております。平成１９年度末の起債未償還残高は、１億１，７７７万３，１０６円ということで

ございます。 

 歳出の合計でございますが９，６７８万７，２７９円、前年が１億９２９万９，８７９円で、１，２５１万２，６０

０円少なくなっておるわけですけれども、備品購入、平成１８年には１，２６０万円のものを買ったためということで、

ほぼ前年並みの横ばいということでございます。 

 ４９２ページをお願いします。歳入、歳出、今、申し上げたとおりでございまして、差引額２２万６，４２０円につ

きましては、次年度の方へ繰り越しをお願いしたいと思います。以上で説明を終わります。よろしくお願いします。 
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○委員長 説明を受けましたが、何か質問はございませんか。 

○永田公由委員 楢川診療所の医師の方が、そろそろ定年を迎える年になるということで、あとの後継者探しとかいろ

いろ苦労されていると思いますが、現状をちょっと。 

○市民環境事業部長 一応、今年度の３月で御退職ということになります。先生の方では、条件があえば嘱託で残って

もいいかなということを言ってくださっていますけれども、この会計等もみていただきますとおわかりのように、大変

住民の方とも信頼関係が厚いドクターですし、木曽町の方からも、患者さんが見えるなど、大変いい診療をしていただ

いておりますので、できればというふうに思っていますが、今、総務部長とも懇談する中で、その条件等について検討

させていただいている段階でございます。 

○永田公由委員 条件というのは、いわゆるこっちだと思うけれど、現状で向うは頼みたいという事ですか、具体的に

は。 

○市民環境事業部長 もちろん、今は、現役というか職員ですので、次からは嘱託という形になりますので、今のまま

ということはおっしゃってはいませんけれども、ただ、先生は医療の関係は、いくら嘱託になっても変わるわけではな

いですので、ある程度のあれはいただきたいかなというお気持ちはありますけれども、今、総務部長とも交える中でも、

職員の場合でも嘱託になれば、同じような仕事、もちろん責任の度合いは違いますけれども、給料面では差があるわけ

ですので、そういったお話もしながら御理解を、今、いただいて、両方の接点を見出しているというような状況でござ

います。 

○永田公由委員 診療所を見ると、一般会計からの繰り出しは、いわゆる起債の償還分くらいなのですよね、出してい

るのは。もし、医師が代わったりして患者が減ったりとか、また、ほかの医師と言っても、もうちょっとよこせと言わ

れてもあれだと思うので、できれば、今の先生は元気で頑張っていただいているので、ぜひ、継続してやっていただく

ような方向を取っていただきたいというふうに思います。 

 それともう１点。公債費の起債の関係ですけれど、今、１億１，０００万円ほどあるということで、この説明資料の

中では診療所の建設、医療機器等の償還ということですけれども、診療所は、当然、村時代にできたものですし、医療

機器については、最近買われたものだということですけれど、金額的にわかりますか、どのくらいの起債なのか。 

○健康づくり課長 未償還残高が１億１，７００万円あまりと申し上げました。診療所の建設の残高が４，８００万円

ほど借り入れまして、３，４００万円ほど残っております。それから宿舎の建設で６９０万円、約７００万円ほど残っ

ておりまして、全部で４，１００万円くらい残っております。あと診療所の整備ということで、機器等、平成１０年か

ら５回に分けて買っておりますけれども、その残高７，６００万円というものが、まだ、機器の残高でございます。 

○永田公由委員 利率的には、高いものはどのくらいですか。 

○健康づくり課長 診療所の建設事業で６．６パーセント、宿舎の建設事業の起債で６．６パーセント、２件ございま

す。 

○永田公由委員 これは、借り換えは無理ですか。 

○財政課長 これは政府資金のようでありまして、政府資金についての借り換えは、今、７パーセント以上ということ

になっておりますので、ちょっと不可能であります。 

○委員長 ４８９ページのＣＴ保守点検委託料というのがあるのですが、これは、毎年出るものなのかということと、

当然、ＣＴを使用しての医療収入というものが、だいたいどのくらいあるものなのかというものがわかればお願いしま
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す。 

○健康づくり課長 ＣＴの保守点検につきましては、前年と同じ額で、毎年必要です。診療所の報酬の関係については、

事務長よりお答えします。 

○楢川診療所事務長 ＣＴの検査ですけれども、腹部とか頭部とかございますが１３００点、今は１回につきまして１，

３００点です。だいたい、月に平均して３２件ほどございます。約５００万円近い収入を得ている数字になっておりま

す。 

○委員長 ほかに。 

 それではないようですので、議案第９号、平成１９年度塩尻市国民健康保険楢川診療所事業特別会計歳入歳出決算認

定については、原案のとおり認めることに御異議ございませんか。 

〔「異議なし」の声あり〕 

○委員長 全員一致をもちまして、可決すべきものといたします。 

―――――――――――――――――――――――――――――――――― 

 議案第２２号 平成２０年度塩尻市一般会計補正予算（第２号）中 歳入全般、歳出２款総務費、３款民生費中 

１項社会福祉費１０目後期高齢者医療運営費、４款衛生費（１項保健衛生費６目環境保全費を除く） 

９款消防費、第２表債務負担行為補正、第３表地方債補正 

○委員長 議案第２２号、平成２０年度塩尻市一般会計補正予算（第２号）を議題といたします。この中で市民環境事

業部に係わる部分の歳出についてを議題といたします。説明をお願いいたします。 

○市民課長 補正予算書１９ページ、２０ページをお願いしたいと思います。３款民生費の１０目後期高齢者医療運営

費でございます。それでは、説明させていただきます。１０目後期高齢者医療運営費でございますけれども、前年度国

庫支出金等償還金でございますが、平成１９年度後期高齢者医療制度を円滑導入事業補助金の清算に伴う受け入れ超過

のため償還をするものであります。この事業につきましては、被保険者保険、社会保険だとか、共済組合などの被扶養

者に対する保険料の凍結が半年間行われたということで、そのシステム改修を行う費用でございまして、１０割が補助

対象になっていたものでございますのでお願いします。 

○生活環境課長 １９、２０ページの保健衛生費の７目斎場費をお願いしたいと思います。斎場のアスベスト含有分析

調査委託料１０万５，０００円。作業室の天井のところです。 

その下の上下水道費の上水道施設費、上水道の施設では、床尾浄水場２カ所、芦ノ田浄水場２カ所、小曽部浄水場、

計５カ所のアスベストの検査の国庫補助分の繰出金でございます。以上です。 

○委員長 歳入の方をお願いします。 

○財政課長 初めにかがみをお願いしたいと思います。１ページになりますけれども、今回の補正第２号につきまして

は、歳入歳出、それぞれ２億４，５６８万３，０００円を追加計上するものでありますが、全体としての主な内容、歳

出の方につきましては、災害関係が７，３００万円余、繰越金を基金へ積立てるものが１億円、そのほかアスベスト対

策、耐震、小中学校の対策、森林整備等がございますのでよろしくお願いします。これを補正いたしまして、総額は２

６５億４，７３９万円としたいものであります。 

歳入の内容でございますけれども、９、１０ページをお願いしたいと思います。地方交付税の関係でありますけれど

も、普通交付税の算定が終了し、今年度分が確定をいたしまして、総額では５２億３，４５２万円ということでありま
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して、予算を４億２，０００万円余上回るという、ありがたい結果になったわけでありまして、そのうち、今回の歳出

の財源として５，０８５万円を充当したいものであります。 

 その下、災害復旧事業分担金、これは農地災害にかかる地元分担金ということで、９００万円の１０パーセントでご

ざいます。 

その下、母子生活支援施設措置費等負担金でございますけれども、これは、母子生活支援施設へ入所した場合の委託

費を歳出の方へ計上してございますけれども、目出しで計上してございましたけれども、実際に６月から、１件、措置

が開始されまして、年度末までに２６２万６，０００円ほどかかる予定でございまして、その当初予算との差引額８０

万円を改めて計画計上させていただいたものであります。 

 その下は、アスベスト関係でございますけれども、今、アスベスト、出てまいりますが、昨日、申し上げましたとお

り１６施設２２カ所に及ぶものでありまして、歳出総額では１８９万円、歳入では７７万円となりますので、よろしく

お願いをしたいと思います。次は省略をさせていただきます。 

 その下、住宅・建築物耐震改修等事業補助金１３３万３，０００円でございますが、これは、大門保育園に係るもの

でございます。 

 次のページへ行きまして、１１、１２ページでありますが、汚水処理施設整備交付金につきましては、合併浄化槽の

関係で１５万８，０００円の増でございます。 

下っていただいて、住宅・建築物耐震改修等事業補助金の関係では、これは、吉田小学校の二次診断に係わるもので

あります。その下の住宅・建築物については、丘中学校１３２万円。 

一番下、公共土木施設災害復旧事業補助金ですが、みどり湖線の路肩が崩落した件でございますけれども、これにつ

いて工事費１，５００万円、測量事務費８０万円でございますが、それに対しての３分の２の補助で１，０５３万円と

いうことでございます。 

 あと１３ページ、１４ページ、県支出金でありますけれども、一番上の母子生活に関するものは、先ほど申し上げた

県の分担分であります。その下の合併浄化槽についても同様です。 

 森林づくり推進支援金事業補助金でございますけれども、新たに１９１万円つきましたので、その分と言いますか、

県単の方を減額しているということでございます。 

今泉南テクノヒルズの関係では、最後の１区画が６月に埋まりました。これは、定期借地でございますけれども、そ

の経費は、今年度１４８万１，０００円くらいになりますけれども、一方で、この借地料につきましては、固定資産の

評価額の増減に応じて、単年度、お願いしておりまして、そちらの関係では、評価額が５パーセント下がりまして、そ

の分は既存のものについては、８２万１，０００円の減額になりますので、差引６６万円を計上させていただいている

ということです。 

 あと学校教育費寄付金につきましては、１０万円をいただいております。 

 １５、１６ページですが、繰越金でありますけれども、前年度繰越金が１億９，９００万円余ございましたけれども、

当初予算の予算計上された残りの１億５，８００万円余について、ここで財源として入れさせていただくことにします。 

 諸収入の中で、交通事故等賠償補填金でありますけれども、これは、平成１８年の林道奈良井川線での車両転落事故

に係わるものでありまして９９９万２，０００円。 

 その下、市有物件共済金については、車両修繕について３６万１，０００円が入ったものでございます。 
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 高速自動車道救急業務支弁金は、支弁金の確定に伴う増でありますし、補助公共土木施設等災害復旧事業債につきま

しては、補助残の１００パーセントを起債対応するものでありますので、よろしくお願いいたします。 

 ４ページ、５ページの方をお願いしたいと思いますが、４ページの方、第２表債務負担行為補正で追加でございます

けれど、公営住宅法施行令の一部が改正されまして、入居者の収入基準が見直されるわけでありますけれども、これら

に対応するため、システムを借り上げるということで、平成２１年度から平成２５年度まで、１，１４５万３，０００

円を計上するものでありますし、５ページの方の第３表地方債補正につきましては、先ほど申し上げました災害復旧事

業について計上させていただくものでありますのでよろしくお願いします。以上です。 

○委員長 説明を受けて何か質問はございますか。 

○鈴木明子委員 母子支援施設というのは、具体的にシェルターみたいなところですか。 

○財政課長 担当から申し上げます 

○財政課主任 普通の施設でございまして、今回の事例は、実は、長野県内でも施設があったのですが、具体的にＤＶ

の関係がありまして、それで県内のその施設でも対応できないということで、県外の方に行かれるということで、この

ような確定をしたということです。以上です 

○中原輝明委員 １６ページの先ほど説明した交通事故の補填金９９９万というのは、保険というものの原点を聞きた

いが、悪いことをして入っていって落ちてもくれるということですね。保険というのは、それでおりるということです

か。というのは、あのときに、土木も全てが処置はしてあるというのに入っていったわけですね、そういうものに対し

ても保険というものは何してもおりるということですね。それを私は聞きたいのです。 

○財政課長 そのおり方と言いますか、全額であるのか、あるいは、一定の割合になろうかということになりますけれ

ども、この場合については、確かに状況を確認したり、明らかにしたりする中で、保険会社との調整もあったと思いま

すし、そうした中で２０パーセント、５，０００万円くらいが保険としてかけて、だろうかと思いますけれども、いわ

ゆる塩尻市側の過失割合として２０パーセントという数字が算定されまして、従って、約５，０００万円かける２０パ

ーセントの負担割合ということで、１，０００万近くが市の負担分として、賠償金として支払う、一方では支払うこと

になりますので。保険をかけておりましたので，その分について補填をしてもらうというものであります。 

○中原輝明委員 中はよく知らないけれども、一般の人が言うには、止めったって入っていってはいけないところに入

っていって、自分で、落ちて、そうして、こうだなどとはおかしくないかという話があるもので、保険の原点を聞いて

みたのです。以上です。 

○委員長 ほかにありませんか。 

それでは、ないようですので、議案第２２号、平成２０年度塩尻市一般会計補正予算（第２号）につきましては、全

ての説明、質疑が終わりましたので、一括して採決を行います。議案第２２号について、原案のとおり認めることに御

異議ございませんか。 

〔「異議なし」の声あり〕 

○委員長 全員一致をもちまして、議案第２２号は、可決すべきものと決しました。 

○収納課長 先ほどの中原委員さんからの質問にすぐ答えられませんでしたので、これから答えさせていただきます。

まず国保の不能欠損の徴収でございますが、これにつきましては、決算資料の７３、７４ページに出ているということ

で御了解いただきたいと思います。 
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 それから大口滞納者ですけれども、国保の大口滞納者、１番が、現在、２１７万７，１００円。この方は、平成１１

年からあります。しかし、裁判の競売になりまして、うちの方で公告要求いたしまして、こちらへ入る入金がなかった

ので不能欠損になります。２番目につきましては、２０９万２，４００円、これにつきましては、平成１２年度からあ

りまして、現在、差し押さえ中で時効中断してございます。３番目が１８３万９，３００円、これは、平成１６年度か

らある方でございまして、これは、給与の差し押さえで、ただ今、入金中でございますので、３年くらいの間に完納い

たします。４番目が１５３万８，３００円、これが、平成１３年からありまして、この方につきましても差し押さえの

納税をしていただくということです。５番目が１２５万９，０００円でございまして、平成６年からでございますが、

これも競売事件になりまして、その後、分納するというのが主なランキングでございます。以上です。 

○永田公由委員 この人たちは、塩尻市に住んでいるわけですか、現在。 

○収納課長 今、言った皆さんは、塩尻市に在住です。 

○永田公由委員 住んでいて、保険はどうなっているのですか。国保は。 

○収納課長 国保は、今、継続中です。 

○永田公由委員 継続ですか。 

○収納課長 加入中です。 

○永田公由委員 加入している。 

○中原輝明委員 加入中でなくて、加入してますで終りですよ。 

○収納課長 １番の２１７万７，１００円の方は、資格者証を出してありますが、あとは短期証です。 

○永田公由委員 これは、生活保護を受けているなんていうことはないですか。 

○収納課長 生活保護は受けてないです。 

―――――――――――――――――――――――――――――――――― 

議案第２３号 平成２０年度塩尻市国民健康保険事業特別会計補正予算（第１号） 

○委員長 次、議案第２３号、平成２０年度塩尻市国民健康保険事業特別会計補正予算（第１号）を議題とします。説

明を求めます。 

○市民課長 この補正予算につきましては、平成１９年度の療養給付費だとか、国との交付金、納付金の確定に伴いま

す補正をお願いするものでございます。補正の内容につきましては、歳入歳出予算の総額に歳入歳出それぞれ１億７１

４万６，０００円を追加して、総額で６２億９，４９４万６，０００円とするものでございますのでお願いをしたいと

思います。 

 歳出から御説明させていただきますので、９ページ、１０ページをお願いしたいと思います。４款前期高齢者納付金

等でございますけれども、１番上の白丸、前期高齢者納付金でございますが、これは、平成２０年度に新たに創設され

たものでありまして、前期高齢者財政調整制度に伴います平成２０年度納付金が確定してまいりましたので、補正増を

お願いするものでございます。 

 その下、前期高齢者関係事務費拠出金でございますけれども、上記と同様、事務費拠出金が確定いたしましたので、

補正減をお願いするものでございます。 

１１款予備費でございますけれども、歳入から歳出を除いたものにつきましては、予備費として補正をお願いするも

のでございますのでお願いしたいと思います。 
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 それでは、歳入について７ページ、８ページをお願いしたいと思います。歳入でございますけれども、３款国庫支出

金と４款療養給付費等交付金につきましては、清算が新年度になるものですから、平成１９年度分の清算金でございま

す。負担率は１００分の３４ということになっております。 

９款繰越金でございますけれども、平成１９年度決算関係に伴います繰越金を総額で３億８，１４１万３，０００円

とするものでございますのでお願いしたいと思います。 

１０款諸収入でございますけれども、黒ポツの高額療養費貸付金元金収入過年度分でございますが、これは、貸し付

けから清算まで年度がまたがったものについての高額療養費に伴う融資の清算分でありますので、よろしくお願いした

いと思います。以上で御説明を終わらせていただきます。 

○委員長 何か質問はございませんか。 

 異議なしという声もありますので、議案第２３号、平成２０年度塩尻市国民健康保険事業特別会計補正予算（第１号）

については、原案のとおり認めることに御異議ございませんか。 

〔「異議なし」の声あり〕 

○委員長 全員一致をもちまして、可決すべきものと決しました。 

―――――――――――――――――――――――――――――――――― 

議案第２５号 平成２０年度塩尻市国民健康保険楢川診療所事業特別会計補正予算（第１号） 

○委員長 続きまして、議案第２５号、平成２０年度塩尻市国民健康保険楢川診療所事業特別会計補正予算（第１号）

についてを議題といたします。 

○健康づくり課長 診療所事業特別会計補正予算（第１号）をお願いいたします。第１条で、歳入歳出予算の総額に歳

入歳出それぞれ１２３万円を追加し、歳入歳出予算の総額を歳入歳出それぞれ１億２８１万円とするということで、事

項別明細書により説明させていただきます。 

歳出の９ページ、１０ページをお願いいたします。医業事業事務費でございますけれども、需用費で備品修繕料でご

ざいますが、自動血球係数測定装置、感染症だとか炎症の早期発見をする機械でございますけれども、これが、平成１

２年に買ったものが修理をしなければならないということで、７６万５，０００円をお願いしたいというような状態で

す。 

備品購入費でございますけれども、医療用のＡＥＤが壊れてしまいまして、修理が不可能ということでございまして、

４３万８，０００円をお願いしたいというものでございます。 

各種負担金でございますけれども、塩筑医師会への負担分でございますけれども、前年度の実績によりまして負担分

が決まっておりますので、２万７，０００円を追加でお願いしたいというものでございます。合計１２３万円でござい

ます。 

 ７ページ、８ページをお願いいたします。歳入につきましては、外来収入の国民健康保険診療報酬の収入を１２３万

円充てたいというものでございますのでよろしくお願いします。以上です。 

○委員長 説明がありましたが、何か質問はございますか。 

○中原輝明委員 備品購入というのは、本体は、どのくらいするのですか、新しくすると。 

○健康づくり課長 備品購入につきましては、ＡＥＤでございますけれども、修理が不能なものですから、新しいもの

に代える。 
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○中原輝明委員 それはわかるが、本体というのはどのくらいするのですか。 

〔「修繕の血球計測機」の声あり〕 

○健康づくり課長 買ったら３１５万円です。これは、修理でお願いしたいということです。 

○中原輝明委員 修理して何年ももつのですか、それは。毎年やるのですか。 

○健康づくり課長 一応、もつという、部品やなんかがまだあるものですから、修理が得ということで判断してござい

ます。 

○中原輝明委員 ただ、すべてそうだが、修理して、すぐいけないものなら、新しくして、更新して、よりよいものに

していった方がいいと思います。ただ、修理、修理ではいけないと思う。 

○委員長 ほかに。 

 それでは、議案第２５号、平成２０年度塩尻市国民健康保険楢川診療所事業特別会計補正予算（第１号）について原

案のとおり認めることに御異議ございませんか。 

〔「異議なし」の声あり〕 

○委員長 全員一致をもちまして、原案のとおり可決すべきものと決しました。 

 ここで１０分間休憩をして、請願、陳情を。 

午後４時１９分 休憩 

――――――――――― 

午後４時２８分 再開 

○委員長 休憩を解いて再開いたします。 

―――――――――――――――――――――――――――――――――― 

請願平成２０年６月第２号 憲法で保障された国民の生存権を守り、後期高齢者医療制度の中止・撤回を求める請願 

○委員長 継続審査になっております請願６月第２号及び陳情３月第３号を議題といたします。はじめに請願６月第２

号について審査をいたします。これについて、県内の他市の状況はわかりますか。 

○議会事務局主事 請願６月第２号、憲法で保障された国民の生存権を守り、後期高齢者医療制度の中止・撤回を求め

る請願について、県内の他市の状況を報告します。同様の請願を受けている市が１２市ございまして、不採択が９市、

継続が３市、そのほかは、特にございません。以上の１２市が受理した結果となっております。以上です。 

○委員長 他市の状況は、以上ですが、皆さんからの質問、御意見はありますか。 

○鈴木明子委員 通常国会の段階で、衆議院に回ったところで継続になっている議案でもあって、この臨時国会が、福

田さんがああいうことをやらなければ、もう開かれていて審議に入っていた可能性もあるわけですけれども、これは、

いろいろな世論の怒りの声を受けて、いろいろな手直しがされていることにも見られるように、非常に不十分な制度を

国が作ってしまったということで、こういう制度をきちんと国会の場で見直しをしていくべきだということで、臨時国

会の中で審議をされることを望んでいるわけですけれども、今、政局の状況では、ちょっとわかりませんけれども、や

はり、地方からの声として、それを中止撤回するということで意見書を上げていきたいと思いますので採択していただ

きたいと思います。 

○委員長 ほかに。御意見はありますか 

○永田公由委員 鈴木委員の言われることは十分理解もできますし、できればそういうことで本当はやればいいのです
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けれど、ただ、国もこの制度の欠陥を認識して、いろいろな形で制度改正をしていますので、この間の政府公報に出て

いましたように、低所得者に対して、相当、我々から見ると、老人保健の時代よりか、もっと厚く制度改正をしている

もので、やはり、そういうところを見ていくと、この制度も発足しているし、比較的、今、メディアなどでも騒がなく

なってきている段階で、また、これ採択して意見書を出すということについては、私は反対で、これは、一応、不採択

ということで、特に今は、制度改正されているもので、政権が変わったらどうなるかわかりませんけれど、スタートし

ている部分については認めて、これは、申し訳ないのだけれど不採択ということで、私はお願いしたいと思います。 

○委員長 ほかに。 

○副委員長 われわれ、一応、前回も反対したあと採択してほしいという話なもので、今、そういういろいろ実情はわ

かりますが、この前も賛成答弁をしたのですが、今、政府では、すみっこにばんそこうを貼ってあるもので、いくらや

っても基を直さないといけないということで、最近、健康組合の破綻もこの制度によって引き起こされている部分があ

ると思います。６５歳から７４歳、前期高齢者、その負担を健康保険組合でみんな負担しているわけですが、その拠出

が、現役世代で出すということでやっているのですが、今、どこの健康保険組合ももたなくて、この間も言ったとおり、

１３社がほとんど解散していますが、ますますこれから、この間、信毎の報道でもありましたが、どんどん進むのでは

ないかということで、結局、政府管掌保険に入ると、また、政府の、今度は負担がふえるということで、結局、もとか

ら財政制度を検討しなければ、医療改革、それでないとできないと思いますので、一応、この際、深みにはまる前にや

めて、新たな制度に戻るではないかということで、小泉改革の時採択したのですが、平成６年の６月の国会で強行採択

されて、それから１年もたたないうちに関係法令が整備されたわけですが、それも、一応今、言っているとおり、不十

分な部分があって次から次へ改正していく状態ですので、財源問題等、踏み込んだ医療改革制度が、これから必要では

ないかということで、改めて、また、そういうことで、国会で論議して新たな制度を作ってほしいということで、そう

いうことでありますのでよろしくお願いします。 

○中原輝明委員 採択ですか。 

○副委員長 採択です。 

○塩原政治委員 今、言われたけれど、企業保険の破綻と後期高齢者はちょっと違うような気がする。 

○副委員長 前期高齢者と後期高齢者を分けて、前期高齢者組へ健康保険組合から金を出さないといけない。結局、後

期高齢者は、分けた分がそこに入れることになる。 

○塩原政治委員 出ている部分が少ないのだから、それは、しょうがないと思う。ただ、自分は知っているわけではな

いけれど、今、始まっていろいろな苦情も出ている、確かに。自分もいろいろな人から聞いています。だからと言って、

今、ここで、いきなりこれをゼロに戻してどうのこうの、また、自治体と行政が混乱してくると思う。そういう意味で

は、これで、４回連続ですか。自分は、継続です。 

○委員長 継続という意見が出されましたが、継続審査とするかを諮ります。請願６月第２号について、継続審査とす

ることに賛成の委員の挙手をお願いいたします。 

〔挙手小数〕 

○委員長 ２人。挙手少数ですので継続審査は否決されました。審査を続行いたします。委員からの意見はありますか。 

○古畑秀夫委員 今、塩原委員の方から言われたのというか、いわゆる現役世代が負担する部分が４割、公費が５割、

本人負担が１割ということで、結局、そういう保険をやっている社会保険というか、そういうところの組合から負担分
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が取られているのですよね。その負担額が上がったもので、独自でやっていけないみたいな形で解散しているのがふえ

ていることは事実ですけれども。ですから継続でということならば言うことではないけれど。 

○塩原政治委員 ただ、ふえていると言っても、実際は、元々が負担が少なかったからふえただけであって、国保に比

べたら非常に少ないですからね、負担は、本人の。たまたま企業が出しているから、企業とあわせているから、全体よ

り多くて、個人の負担が多いだけで。ですから企業につく人たちは、基本的には、今まで、優遇されていたわけです、

国保に比べると。そういうことを考えると、やはり、別に。 

○中原輝明委員 決を採ってください。 

○委員長 もう採決をとるしかないです。採択と不採択の二とおりの意見が出されておりますので、採決は挙手にて行

います。なお、挙手をしない委員においては不採択とみなします。採択に賛成の委員の挙手をお願いいたします。 

〔挙手小数〕 

○委員長 ３人。念のため、不採択の委員の挙手をお願いします。 

〔挙手多数〕 

○委員長 ４人。そうしますと挙手少数により、当委員会の審査結果は不採択ということに決し、請願６月第２号は、

不採択とすることに決しました。 

―――――――――――――――――――――――――――――――――― 

陳情平成２０年３月第３号 保険業法から共済制度の適用除外を求める陳情 

○委員長 次に、陳情３月第３号を議題といたします。これについては、他市の状況は、わかりますか。 

○議会事務局主事 保険業法から共済制度の適用除外を求める陳情、陳情３月第３号について他市の状況を報告いたし

ます。同様の請願、陳情を受けている市が１７市ございます。採択となった市が２市、趣旨採択となった市が３市、不

採択となった市が６市、継続審査が塩尻市の１市。採択された市の中で、意見書が出ている市が３市ございます。また、

その他として陳情書の写しを配布したのみのという市が５市ございます。以上です。 

○委員長 委員の意見を求めます。いかがでしょうか。 

○鈴木明子委員 私は、採択すべきだと思いますが、陳情者に名前を連ねているところを見てもそうですが、小規模だ

けれども加入者が協力し合って支えているというような団体であるわけで、悪徳なもの達を駆除するというか、そうい

うことの目的でいろいろなことをやっているというふうにも見られますが、それのあおりをこういう団体が食ってしま

うというようなことにならないためにも、やはり、適用除外、これを認めていくべきだというふうに思いますので、採

択すべきだと思います。 

○副委員長 私も採択の立場ですが、共済制度というのは、今まで、私たちが、みんなでお金を出し合って、そういう

制度でありますので、保険というのは、また、趣旨が違うと思いますので、そういうことで採択に賛成です。 

○委員長 ほかに、ありませんか。 

 それでは、陳情３月第３号について採択という意見が出されていますが、当委員会の審査結果は、採択ということで

よろしいでしょうか。 

〔「異議なし」の声あり〕 

○委員長 異議なしと認め、陳情３月第３号は、採択とすることに決しました。 

意見書をどうするか。意見書を出す出さないかについては、どうしますか。 
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○鈴木明子委員 出してください、採択したのだから。 

○委員長 それでは意見書を提出するということでよろしいでしょうか。 

〔「異議なし」の声あり〕 

○議会事務局主事 事務局からですが、意見書を提出するということになりましたので、一つ確認をお願いしたいので

すが、委員会としての意見書提出ということで、議案としてはよろしいかどうか、このあと、本会議に出す時点の提出

者について確認をお願いいたします。 

○委員長 いかがですか。 

○鈴木明子委員 先ほど異議なしと出たので。 

○委員長 異議なしと出たので、このままで。それで、意見書を作ります。中身はお任せいただけますでしょうか。 

〔「任せる」の声あり〕 

○委員長 ありがとうございます。 

 以上をもちまして、総務環境委員会に付託をされました議案全てを終了といたします。 

―――――――――――――――――――――――――――――――――― 

閉会中の継続審査申し出 

○総務部長 閉会中の継続審査でありますけれども、閉会中も総務部、協働企画部、市民環境事業部、それぞれ重要事

項を抱えておりますので、協議会等のことがございましたら、また、お願いをしておきますのでよろしくお願いします。 

○委員長 閉会中の継続審査についての申し出がありましたが御異議ございませんか。 

〔「異議なし」の声あり〕 

○委員長 異議なしと認め、そのように議長に申し入れをいたします。 

―――――――――――――――――――――――――――――――――― 

理事者あいさつ 

○委員長 理事者からあいさつがあればお願いいたします。 

○副市長 きのう、それからきょう、御熱心に御審議をいただきまして、それぞれお認めいただきましてありがとうご

ざいました。今回は、決算が主でございますけれども、決算関係につきましては、昨年度の事業の反省等を含めまして、

それぞれ委員の皆さんから御提言等をいただいておりますので、その辺をこれからの事業にいかしてまいりたいと思っ

ております。この２日間、いろいろな面から御指導をいただきましたので、その辺を、それぞれの担当のところで煮詰

めまして、すぐできるものについては、すぐ対応させてもらいますし、長期的にやるものについては、長期的にやって

いきたいとそんなぐあいに考えます。ただ、いずれにしても健全財政というようなこともありましたので、その辺留意

いたしまして、これからも執行してまいりますので、委員の皆さま方におかれましても、また、いろいろな面から御指

導を賜りますようにお願い申し上げまして、御礼のあいさつといたします。どうもありがとうございました。 

○委員長 以上をもちまして、９月定例会総務環境委員会を閉会といたします。 

午後４時４５分 閉会 
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平成２０年９月１７日（水） 

  委員会条例第２９条の規定に基づき、次のとおり署名する。 

 

総務環境委員会委員長   中原 巳年男   印 


